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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　双方向通信を行う第１のモードに対応した第１のスタイラス又は双方向通信若しくは一
方向通信を行う第２のモードに対応した第２のスタイラスと、前記第１のスタイラス又は
前記第２のスタイラスと容量結合するセンサに接続され、前記第１のスタイラス及び前記
第２のスタイラスの両方に対応したデュアルモードコントローラとを含むシステムにおい
て、前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイラスと前記センサとの間の電界を変化さ
せることで前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイラスと前記デュアルモードコント
ローラとの間で通信を行う通信方法であって、
　前記デュアルモードコントローラが、前記第１のスタイラスを検出するための探索信号
を送出し前記探索信号に対応する応答信号を待機する第１のディスカバリと、前記第２の
スタイラスが送信した信号を検出する第２のディスカバリとを交互に繰り返すデュアルモ
ードディスカバリを実行するステップと、
　前記探索信号に対して前記第１のスタイラスが発行した応答信号を検出することで前記
第１のスタイラスを検出した場合に、前記デュアルモードコントローラが自己の動作モー
ドを前記第１のモードに決定するステップと、
　前記第２のディスカバリの期間に前記第２のスタイラスが送信した信号を検出すること
で前記第２のスタイラスを検出した場合に、前記デュアルモードコントローラが自己の動
作モードを前記第２のモードに決定するステップと、
　前記デュアルモードコントローラが、決定した前記自己の動作モードに基づいて、前記
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第１のスタイラス及び前記第２のスタイラスのいずれか一方が送信する信号を受信するス
テップと
　を含む通信方法。
【請求項２】
　前記デュアルモードディスカバリを実行するステップは、前記デュアルモードコントロ
ーラが、所定のインターバルをおいて周期的に前記探索信号を送信し、少なくとも前記探
索信号を送出する時間と前記応答信号を待機する時間の合計時間を用いて前記第１のディ
スカバリを実行するものであり、
　前記第２のディスカバリは、前記探索信号の送信周期から前記合計時間を除いた残余の
時間の少なくとも一部の時間に実行される
　請求項１に記載の通信方法。
【請求項３】
　前記合計時間は、前記探索信号を送信する時間と前記応答信号を待機する時間を切り替
えるためのガード時間を含む
　請求項２に記載の通信方法。
【請求項４】
　前記デュアルモードコントローラは、自己の動作モードを前記第１のモードに決定した
場合に、前記残余の時間の全てを前記第１のスタイラスから送信された信号の受信に用い
る
　請求項２に記載の通信方法。
【請求項５】
　前記デュアルモードコントローラは、前記第１のモードで動作している間、前記第１の
ディスカバリのみを行い前記第２のディスカバリを行わない
　請求項４に記載の通信方法。
【請求項６】
　前記第１のモードで動作している前記デュアルモードコントローラに前記第１及び第２
のモードの両方に対応したデュアルモードスタイラスが近接した場合、該デュアルモード
スタイラスは第１のモードで動作する
　請求項２に記載の通信方法。
【請求項７】
　前記第１のモードに決定するステップにおいて前記デュアルモードコントローラが自己
の動作モードを前記第１のモードに決定した場合であって、前記第１のスタイラスから送
信される信号を検出した後、前記受信するステップで前記第１のスタイラスから送信され
る信号が検出されなくなったとき、前記デュアルモードコントローラは、前記第１のディ
スカバリのみを一定期間にわたって繰り返し実行する
　請求項１に記載の通信方法。
【請求項８】
　前記デュアルモードコントローラは、前記一定期間が経過しても前記第１のスタイラス
からの信号が検出されない場合、前記デュアルモードディスカバリを実行するステップに
戻って処理を継続する
　請求項７に記載の通信方法。
【請求項９】
　前記第２のモードは、前記第１のモードで対応する前記第１のスタイラスの機能を拡張
してなる拡張機能を実行する拡張モードであって、
　前記デュアルモードコントローラは、前記探索信号に対して前記第１のスタイラスが発
行した応答信号を検出することで前記第１のスタイラスを検出した場合に、該第１のスタ
イラスが送信した情報から前記拡張機能を記述した機能情報を抽出し、抽出した前記機能
情報に基づいて、自己の動作モードを、前記第１のモード、又は、前記拡張モードのいず
れかに決定する
　請求項１乃至８のいずれか一項に記載の通信方法。
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【請求項１０】
　前記拡張機能は、前記第１のスタイラスが自身に関する１以上の拡張情報を取得する機
能を含み、
　前記デュアルモードコントローラは、前記第１のディスカバリにおける探索の結果とし
て前記第１のスタイラスが検出された場合に、前記機能情報に記述される前記拡張機能が
当該デュアルモードコントローラの機能に適合するか否かを判定し、適合するとの判定結
果を得た場合に、前記第１のスタイラスに対して前記１以上の拡張情報を送信するように
指示するコマンドを発行する
　請求項９に記載の通信方法。
【請求項１１】
　前記拡張情報は、少なくとも前記拡張機能を実行することが可能か否かを示すフラグを
含み、
　前記デュアルモードコントローラは、前記コマンドとして、前記１以上の拡張情報を送
信するタイミングを指定するコマンドを発行し、
　前記デュアルモードコントローラは、前記第１のスタイラスが前記タイミングで送信す
る前記１以上の拡張情報を受信する
　請求項１０に記載の通信方法。
【請求項１２】
　前記１以上の拡張情報は、前記第１のスタイラスが前記第１のスタイラスの傾きを示す
チルト情報、又は、前記第１のスタイラスの回転量を示すツイスト情報が送信可能か否か
のフラグを含む
　請求項１１に記載の通信方法。
【請求項１３】
　双方向通信を実現する第１のモード及び前記第１のモードとは異なる第２のモードの両
方に対応したスタイラスであるデュアルモードスタイラスと前記第１のモードに対応した
第１のセンサコントローラ又は前記第２のモードに対応した第２のセンサコントローラと
を含むシステムで実行される通信方法であって、
　前記デュアルモードスタイラスが、前記第１のセンサコントローラから送信された探索
信号を検出する処理と、前記第２のセンサコントローラに向けてペン信号を送出する処理
とを交互に繰り返すディスカバリステップと、
　前記探索信号を検出した場合に、前記デュアルモードスタイラスが前記ペン信号の送出
を停止するとともに自己の動作モードを前記第１のモードに切り替えるステップと
　を含む通信方法。
【請求項１４】
　前記デュアルモードスタイラスは、前記ディスカバリステップにおいてペンダウン操作
又はペンタッチ操作を検出した場合に、前記探索信号を検出する処理の実行を停止し、前
記ペン信号を送出する処理を連続して実行する
　請求項１３に記載の通信方法。
【請求項１５】
　前記デュアルモードスタイラスは、前記ペンダウン操作又は前記ペンタッチ操作を検出
した後であって前記ペンタッチ操作を検出しなくなった場合、前記ディスカバリステップ
に戻って処理を継続する
　請求項１４に記載の通信方法。
【請求項１６】
　双方向通信を行う第１のモード及び前記第１のモードの機能を拡張した拡張機能を実行
可能とした第２のモードに対応したデュアルモードスタイラスと、前記デュアルモードス
タイラスと容量結合するセンサに接続され、前記第１のモードに対応した第１のスタイラ
ス及び前記第２のモードに対応した第２のスタイラスの両方に対応したデュアルモードコ
ントローラとを含むシステムにおいて、前記デュアルモードスタイラスと前記デュアルモ
ードコントローラとの間で通信を行う通信方法であって、
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　前記デュアルモードコントローラが、前記第１のスタイラスを検出するための探索信号
を送出し前記探索信号に対応する応答信号を待機する第１のディスカバリと、前記第２の
スタイラスが送信した信号を検出する第２のディスカバリとを交互に繰り返すデュアルモ
ードディスカバリを実行するステップと、
　前記デュアルモードコントローラが、前記探索信号に対して前記デュアルモードスタイ
ラスが発行した応答信号を検出することで前記第１のスタイラスを検出した場合に、前記
デュアルモードスタイラスが送信した情報から該デュアルモードスタイラスが対応してい
る前記拡張機能を判定するステップと、
　前記デュアルモードコントローラが、前記拡張機能が当該デュアルモードコントローラ
の機能に適合するか否かを判定し、判定の結果に応じて、自己の動作モードを前記第１の
モード又は前記第２モードのいずれかに決定するステップと
　を含む通信方法。
【請求項１７】
　双方向通信を行う第１のモードに対応した第１のスタイラス又は双方向通信若しくは一
方向通信を行う第２のモードに対応した第２のスタイラスと容量結合するセンサに接続さ
れ、前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイラスと前記センサとの間の電界を変化さ
せることで前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイラスと通信を行う、前記第１のス
タイラス及び前記第２のスタイラスの両方に対応したセンサコントローラであって、
　前記第１のスタイラスを検出するための探索信号を送出し前記探索信号に対応する応答
信号を待機する第１のディスカバリと、前記第２のスタイラスが送信した信号を検出する
第２のディスカバリとを交互に繰り返すデュアルモードディスカバリを実行し、
　前記探索信号に対して前記第１のスタイラスが発行した応答信号を検出することで前記
第１のスタイラスを検出した場合に、自己の動作モードを前記第１のモードに決定し、
　前記第２のディスカバリの期間に前記第２のスタイラスが送信した信号を検出すること
で前記第２のスタイラスを検出した場合に、自己の動作モードを前記第２のモードに決定
し、
　決定した前記自己の動作モードに基づいて、前記第１のスタイラス及び前記第２のスタ
イラスのいずれか一方が送信する信号を受信する
　センサコントローラ。
【請求項１８】
　双方向通信を実現する第１のモード及び前記第１のモードとは異なる第２のモードの両
方に対応したスタイラスであり、前記第１のモードに対応した第１のセンサコントローラ
及び前記第２のモードに対応した第２のセンサコントローラと通信可能に構成されたスタ
イラスであって、
　前記第１のセンサコントローラから送信された探索信号を検出する処理と、前記第２の
センサコントローラに向けてペン信号を送出する処理とを交互に繰り返し、前記探索信号
を検出した場合に、前記ペン信号の送出を停止するとともに自己の動作モードを前記第１
のモードに切り替える
　スタイラス。
【請求項１９】
　前記スタイラスは、ペンダウン操作又はペンタッチ操作を検出した場合に、前記探索信
号を検出する処理の実行を停止する
　請求項１８に記載のスタイラス。
【請求項２０】
　前記スタイラスは、前記ペンダウン操作又は前記ペンタッチ操作を検出した後であって
前記ペンタッチ操作を検出しなくなった場合、前記探索信号を検出する処理を再開する
　請求項１９に記載のスタイラス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、スタイラスとセンサコントローラの通信方法、通信システム、センサコント
ローラ及びスタイラスに関し、特に、スタイラスの種別及びセンサコントローラの種別に
応じてスタイラスとセンサコントローラの動作モードを選択可能とする通信方法、通信シ
ステム、センサコントローラ及びスタイラスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電子機器上で手書き入力するためのツールとして様々な方式のスタイラスが利用
可能になっている。中でもアクティブ静電スタイラスは電源部と信号処理回路とを備え、
送信信号に応じた電荷をスタイラスの先端付近に設けられた電極に供給することで指示位
置付近の空間に電界の変化を発生させ、それによって所定の信号を送信するスタイラスで
ある。特許文献１には、アクティブ静電スタイラスの一例が開示されている。
【０００３】
　電子機器側には、センサコントローラが設けられる。この種のセンサコントローラは、
マトリクス状に配設された電極を利用するもので、上記電界の変化に応じて指示位置付近
の電極群に誘導される電荷量の変化を検出することでスタイラスが送信した信号を検出し
、信号が検出された電極の位置及び信号のレベル等に基づいてスタイラスの位置を導出す
るよう構成される。
【０００４】
　アクティブ静電スタイラスとセンサコントローラとは、信号や情報の送受信を行う点で
１組の通信システムを構成するものであり、この通信システムが対応する１の通信プロト
コルに準拠した動作モードで利用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１５／１１１１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　通常、センサコントローラは１つの通信方法のみに準拠しており、利用周波数、信号フ
ォーマット、又は通信の方向（一方向、双方向）等など様々な相違により、他の通信方法
や拡張した方法に準拠したスタイラスを検出することができない。
【０００７】
　スタイラスとセンサコントローラの間の通信の規格が１つの標準規格に統一されている
のであれば、上記のように１つの通信方法のみに準拠したセンサコントローラを用いても
何ら問題はない。しかし、現実にはそのような標準規格は少なくとも現時点では存在して
おらず、また、将来的にそのような標準規格が成立するとしても、その標準規格（以下、
「第１の通信方法ＳＴＤ」という）をサポートするスタイラスが普及するまでの間、何ら
かのベンダ独自の機能を有する第２の通信方法ＰＲＰに準拠したスタイラスが並行して使
用されることになる。
【０００８】
　さらに、仮に第１の通信方法ＳＴＤが成立した後であっても、もしその第１の通信方法
ＳＴＤが後方互換性を持たず、第２の通信方法ＰＲＰに準拠するスタイラスの利用を許容
しないものになったとすると、第１の通信方法ＳＴＤが成立する以前からユーザが保持し
ていた第２の通信方法ＰＲＰに準拠するスタイラスやその機能は、最新の電子機器では利
用できないことになってしまう。
【０００９】
　また、電子機器側のセンサコントローラにしてみれば、今から電子機器のセンサ上で利
用されるスタイラスがどの規格に準拠するものであるかを事前に判定することは容易なこ
とではない。すなわち、現状アクティブ静電スタイラスとセンサコントローラとの間の容
量結合を利用して送受信される信号の到達距離は数ミリから数十ミリと一般の無線通信機
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器に比して極めて短いことから、ＢｌｕｅＴｏｏｔｈ（登録商標）等の数メートル単位で
の通信が可能な電磁波を利用した無線通信を行う入力デバイスとは異なり、どのタイプの
スタイラスが利用されるのかを、ユーザが実際にペンを操作面上で使用するより前にセン
サコントローラが把握することは難しい。
【００１０】
　同様に、アクティブ静電スタイラスの中に複数の通信方法に対応するスタイラスがあっ
たとして、そのスタイラスにとって、電子機器のセンサコントローラがどの通信方法に準
拠したセンサコントローラであるかを事前に把握することは難しい。実際に電子機器にペ
ンタッチ操作された後になってから、スタイラスがセンサコントローラの準拠する通信方
法あるいは動作モードを探索していたのでは、スタイラスの信号送信が欠落する可能性が
あり、センサコントローラ側でのスタイラスの指示位置の検出処理等に欠落を発生させる
ことになる。
【００１１】
　従って、容量結合を利用した通信を行うアクティブ静電方式のスタイラス及びセンサコ
ントローラにおいて、ストロークを描くたびに接近と離間とを繰り返すスタイラスの典型
的な利用形態に即し、スタイラスとセンサコントローラとが互いの準拠する通信方法を適
時に検出可能とし、かつ、スタイラスとセンサコントローラとが互いの準拠する通信方法
に応じた対応したモードでの動作を開始する方法が望まれる。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の側面による通信方法は、双方向通信を行う第１のモードに対応した第１
のスタイラス又は双方向通信若しくは一方向通信を行う第２のモードに対応した第２のス
タイラスと、前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイラスと容量結合するセンサに接
続され、前記第１のスタイラス及び前記第２のスタイラスの両方に対応したデュアルモー
ドコントローラとを含むシステムにおいて、前記第１のスタイラス又は前記第２のスタイ
ラスと前記センサとの間の電界を変化させることで前記第１のスタイラス又は前記第２の
スタイラスと前記デュアルモードコントローラとの間で通信を行う通信方法であって、前
記デュアルモードコントローラが、前記第１のスタイラスを検出するための探索信号を送
出し前記探索信号に対応する応答信号を待機する第１のディスカバリと、前記第２のスタ
イラスが送信した信号を検出する第２のディスカバリとを交互に繰り返すデュアルモード
ディスカバリを実行するステップと、前記探索信号に対して前記第１のスタイラスが発行
した応答信号を検出することで前記第１のスタイラスを検出した場合に、前記デュアルモ
ードコントローラが自己の動作モードを前記第１のモードに決定するステップと、前記第
２のディスカバリの期間に前記第２のスタイラスが送信した信号を検出することで前記第
２のスタイラスを検出した場合に、前記デュアルモードコントローラが自己の動作モード
を前記第２のモードに決定するステップと、前記デュアルモードコントローラが、決定し
た前記自己の動作モードに基づいて、前記第１のスタイラス及び前記第２のスタイラスの
いずれか一方が送信する信号を受信するステップとを含む通信方法である。
【００１３】
　本発明の第２の側面による通信方法は、本発明の第１の側面による通信方法において、
前記第１のモードに決定するステップにおいて前記デュアルモードコントローラが自己の
動作モードを前記第１のモードに決定した場合であって、前記第１のスタイラスから送信
される信号を検出した後、前記受信するステップで前記第１のスタイラスから送信される
信号が検出されなくなったとき、前記デュアルモードコントローラは、前記第１のディス
カバリのみを一定期間にわたって繰り返し実行するようにしたものである。
【００１４】
　本発明の第３の側面による通信方法は、双方向通信を実現する第１のモード及び前記第
１のモードとは異なる第２のモードの両方に対応したスタイラスであるデュアルモードス
タイラスと前記第１のモードに対応した第１のセンサコントローラ又は前記第２のモード
に対応した第２のセンサコントローラとを含むシステムで実行される通信方法であって、



(7) JP 6059410 B1 2017.1.11

10

20

30

40

50

前記デュアルモードスタイラスが、前記第１のセンサコントローラから送信された探索信
号を検出する処理と、前記第２のセンサコントローラに向けてペン信号を送出する処理と
を交互に繰り返すディスカバリステップと、前記探索信号を検出した場合に、前記デュア
ルモードスタイラスが前記ペン信号の送出を停止するとともに自己の動作モードを前記第
１の通信方法に基づく動作モードに切り替えるステップとを含む通信方法である。なお、
この第３の側面による通信方法においてさらに、前記デュアルモードスタイラスは、前記
ディスカバリステップにおいてペンダウン操作又はペンタッチ操作を検出した場合に、前
記探索信号を検出する処理の実行を停止し、前記ペン信号を送出する処理を連続して実行
することとしてもよい。
【００１５】
　本発明の第４の側面による通信方法は、双方向通信を行う第１のモード及び前記第１の
モードの機能を拡張した拡張機能を実行可能とした第２のモードに対応したデュアルモー
ドスタイラスと、前記デュアルモードスタイラスと容量結合するセンサに接続され、前記
第１のモードに対応した第１のスタイラス及び前記第２のモードに対応した第２のスタイ
ラスの両方に対応したデュアルモードコントローラとを含むシステムにおいて、前記デュ
アルモードスタイラスと前記デュアルモードコントローラとの間で通信を行う通信方法で
あって、前記デュアルモードコントローラが、前記第１のスタイラスを検出するための探
索信号を送出し前記探索信号に対応する応答信号を待機する第１のディスカバリと、前記
第２のスタイラスが送信した信号を検出する第２のディスカバリとを交互に繰り返すデュ
アルモードディスカバリを実行するステップと、前記デュアルモードコントローラが、前
記探索信号に対して前記デュアルモードスタイラスが発行した応答信号を検出することで
前記第１のスタイラスを検出した場合に、前記デュアルモードスタイラスが送信した情報
から該デュアルモードスタイラスが対応している前記拡張機能を判定するステップと、前
記デュアルモードコントローラが、前記拡張機能が当該デュアルモードコントローラの機
能に適合するか否かを判定し、判定の結果に応じて、自己の動作モードを前記第１のモー
ド又は前記第２モードのいずれかに決定する通信方法である。
【００１６】
　本発明の第５の側面によるセンサコントローラは、双方向通信を行う第１のモードに対
応した第１のスタイラス又は双方向通信若しくは一方向通信を行う第２のモードに対応し
た第２のスタイラスと容量結合するセンサに接続され、前記第１のスタイラス又は前記第
２のスタイラスと前記センサとの間の電界を変化させることで前記第１のスタイラス又は
前記第２のスタイラスと通信を行う、前記第１のスタイラス及び前記第２のスタイラスの
両方に対応したデュアルモードコントローラであって、前記第１のスタイラスを検出する
ための探索信号を送出し前記探索信号に対応する応答信号を待機する第１のディスカバリ
と、前記第２のスタイラスが送信した信号を検出する第２のディスカバリとを交互に繰り
返すデュアルモードディスカバリを実行し、前記探索信号に対して前記第１のスタイラス
が発行した応答信号を検出することで前記第１のスタイラスを検出した場合に、自己の動
作モードを前記第１のモードに決定し、前記第２のディスカバリの期間に前記第２のスタ
イラスが送信した信号を検出することで前記第２のスタイラスを検出した場合に、自己の
動作モードを前記第２のモードに決定し、決定した前記自己の動作モードに基づいて、前
記第１のスタイラス及び前記第２のスタイラスのいずれか一方が送信する信号を受信する
センサコントローラである。
【００１７】
　本発明の第６の側面によるスタイラスは、双方向通信を実現する第１のモード及び前記
第１のモードとは異なる第２のモードの両方に対応したスタイラスであり、前記第１のモ
ードに対応した第１のセンサコントローラ及び前記第２のモードに対応した第２のセンサ
コントローラと通信可能に構成されたデュアルモードスタイラスであって、前記第１のセ
ンサコントローラから送信された探索信号を検出する処理と、前記第２のセンサコントロ
ーラに向けてペン信号を送出する処理とを交互に繰り返し、前記探索信号を検出した場合
に、前記ペン信号の送出を停止するとともに自己の動作モードを前記第１の通信方法に基
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づく動作モードに切り替えるスタイラスである。
【発明の効果】
【００１８】
　上述の発明によれば、容量結合を利用した通信を行うスタイラス及びセンサコントロー
ラにおいて、例えばスタイラスがペンダウン操作あるいはペンタッチ操作を行う際にセン
シング範囲に入る時点で、スタイラスとセンサコントローラとが互いの準拠する通信方法
を検出し、かつ、スタイラス又はセンサコントローラとが互いの準拠する通信方法あるい
は拡張機能に準拠したモードでの動作を開始することができる。
【００１９】
　特に、本発明の第１、第５の側面によれば、第１のモード及び前記第２のモードの両方
に対応したデュアルモードコントローラを、第１のモードに対応した第１のスタイラスと
ともに用いる場合には第１のモードで動作させ、第２のモードに対応した第２のスタイラ
スとともに用いる場合には第２のモードで動作させることができる。したがって、第１及
び第２のスタイラスのいずれについても、デュアルモードコントローラとともに好適に使
用することが可能になる。
【００２０】
　本発明の第２の側面によれば、一旦デュアルモードコントローラの動作モードが第１の
モード（あるいは第２のモード）に決定された後は、第１のモード（あるいは第２のモー
ド）に特化したディスバリ処理のみを行うので、ユーザが同一種類のスタイラスを利用し
続ける限り、複数のディスカバリを交互に行う場合に比して短い応答時間でスタイラスを
検出することが可能となる。
【００２１】
　本発明の第３、第６の側面によれば、第１のモード及び前記第２のモードの両方に対応
したスタイラスであって、初期状態では、第１のモードに対応した第１のセンサコントロ
ーラから送信された探索信号を検出する処理と、第２のモードに対応した第２のセンサコ
ントローラに向けてペン信号を送出する処理とを交互に繰り返しているデュアルモードス
タイラスの動作モードを、第１のセンサコントローラに接近した場合に、第１のモードに
基づく動作モードに切り替えることができる。また、ペンダウン操作又はペンタッチ操作
を検出した場合には、探索信号を検出する処理の実行を停止し、ペン信号を送出する処理
を連続して実行することが可能になる。したがって、双方向通信を実現する第１のモード
に対応した第１のセンサコントローラと、第２のモードに対応した（具体的には、ペン信
号の受信にのみに対応した）第２のセンサコントローラとが混在するような利用環境にお
いて、どちらのセンサコントローラとともに使用する場合にも適切な動作を実行できるデ
ュアルモードスタイラスを実現することが可能になる。
【００２２】
　本発明の第４の側面によれば、デュアルモードコントローラは、デュアルモードスタイ
ラスが有している拡張機能が当該デュアルコントローラの機能に適合するか否かに応じて
、自己の動作モードを第１のモード又は第２モード（拡張モード）のいずれかに決定する
ことが可能になる。これにより、例えば、スタイラスが筆圧等の情報を送信する第１のモ
ードではサポートされていないチルト情報などの拡張情報を送信する機能を有する場合に
、デュアルモードコントローラは、この拡張情報の受信を準備するとともにデュアルモー
ドスタイラスに拡張情報を送信させるコマンドを発行することなど、デュアルスタイラス
と同期をとったモード変更などを実現することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】通信システム１の利用形態を示す概要図である。
【図２】センサコントローラ３００及びスタイラス１００の状態遷移図である。
【図３】センサコントローラ３００及びセンサ２０１の具体的な構成を示す図である。
【図４】スタイラス１００及びセンサコントローラ３００の種別、並びに、対応する動作
モードを示す図である。
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【図５Ａ】図４の欄Ｅ１１の組み合わせによる通信システム１の概要図である。
【図５Ｂ】第１のモードにおける第１のスタイラス１１０及び第１のセンサコントローラ
３１０の動作を説明する図である。
【図５Ｃ】（ａ）は第１のモードにおける第１のセンサコントローラ３１０の状態遷移図
であり、（ｂ）は第１のモードにおける第１のスタイラス１１０の状態遷移図である。
【図６Ａ】図４の欄Ｅ２２の組み合わせによる通信システム１の概要図である。
【図６Ｂ】第２のモードにおける第２のスタイラス１２０及び第２のセンサコントローラ
３２０の動作を説明する図である。
【図６Ｃ】（ａ）は第２のモードにおける第２のセンサコントローラ３２０の状態遷移図
であり、（ｂ）は第２のモードにおける第２のスタイラス１２０の状態遷移図である。
【図７Ａ】デュアルモードコントローラ３３０を利用する通信システム１の概要図である
。
【図７Ｂ】デュアルモードコントローラ３３０の状態遷移図である。
【図７Ｃ】（ａ）はデュアルモードディスカバリの例を説明する図であり、（ｂ）はデュ
アルモードディスカバリの他の例を説明する図である。
【図７Ｄ】図４に示した欄Ｅ１３の組み合わせによる通信システム１の動作を説明する図
である。
【図７Ｅ】図４に示した欄Ｅ２３の組み合わせによる通信システム１の動作を説明する図
である。
【図８Ａ】デュアルモードスタイラス１３０を利用する通信システム１の概要図である。
【図８Ｂ】デュアルモードスタイラス１３０の状態遷移図である。
【図８Ｃ】図４に示した欄Ｅ３１の組み合わせによる通信システム１の動作を説明する図
である。
【図８Ｄ】図４に示した欄Ｅ３２の組み合わせによる通信システム１の動作を説明する図
である。
【図９Ａ】第１の通信方法を実行する通信システム１の例を示す概要図である。
【図９Ｂ】第２の通信方法を実行する通信システム１の例を示す概要図である。
【図９Ｃ】第１の通信方法又は第２の通信方法のいずれかを選択的に実行する通信システ
ム１の例を示す概要図である。
【図１０】デュアルモードコントローラ３３０の状態遷移図である。
【図１１】ディスカバリ及びモード決定処理により決定されるスタイラス１００とセンサ
コントローラ３００間の通信方法を示す表である。
【図１２Ａ】第１のモードを固定的に選択する例によるデュアルモードコントローラ３３
０の状態遷移図である。
【図１２Ｂ】拡張モードを利用する例によるデュアルモードコントローラ３３０の状態遷
移図である。
【図１３】図１２又は図１２Ｂに示すディスカバリ及びモード決定処理により決定される
スタイラス１００とセンサコントローラ３００間の通信方法の表である。
【図１４】デュアルモードスタイラス１３０の状態遷移図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態による通信システム１の利用形態を示す概要図であ
る。通信システム１は、スタイラス１００と、電子機器３（デバイス）に設けられたセン
サ２０１に接続されたセンサコントローラ３００とにより構成される。スタイラス１００
とセンサ２０１とは容量結合されており、センサコントローラ３００は、容量結合された
スタイラス１００とセンサ２０１との間の電界（図１に示す電界ｅ－ｆｉｅｌｄ）を変化
させることで、スタイラス１００との通信を行うよう構成される。後述する探索信号ＤＳ
、応答信号ＡＣＫ、第１のペン信号Ｐ１、第２のペン信号Ｐ２などのスタイラス１００と
センサコントローラ３００の間で送受信される各種の信号は、この電界の変化に対応付け
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て送受信される。また、センサコントローラ３００は、電子機器３を制御するホストプロ
セッサ３５０に接続される。電子機器３の例としては、タブレットコンピュータやデジタ
イザを備えたデバイスが挙げられる。
【００２５】
　図１の破線矢印で示すユーザ操作Ｕ１～Ｕ４は、スタイラス１００を利用するユーザの
典型的な操作を示している。
【００２６】
　スタイラス１００は、初期状態では、センサコントローラ３００とスタイラス１００が
互いが送信する信号により互いを検出することができる範囲であるセンシング範囲ＳＲの
外に置かれている。ユーザがスタイラス１００を利用開始すると、スタイラス１００は開
始位置ＳＴで示す位置に移動する。この初期状態では、センサコントローラ３００とスタ
イラス１００の状態は、図２に示すディスカバリ状態ＳＤにある。
【００２７】
　ペンダウン操作Ｕ１によってスタイラス１００がセンサコントローラ３００のセンシン
グ範囲ＳＲの内部に入ると、センサコントローラ３００及びスタイラス１００はセンサ２
０１とスタイラス１００との容量結合を介して互いの信号を検出可能となる。センサコン
トローラ３００とスタイラス１００は互いの送信信号を検出することで、ペアリング処理
等を介して通信を開始することができ、結果としてオペレーション状態ＳＯに遷移する（
図２のＩＮ２０１）。
【００２８】
　その後、スタイラス１００の先端はペンタッチ操作Ｕ２によって操作面に接し、摺動操
作Ｕ３によって電子機器３の操作面上で手書きの内容に応じた軌跡を描くよう摺動する。
摺動操作Ｕ３が行われている間、スタイラス１００は、変化する筆圧を逐次検出し、セン
サコントローラ３００に対して筆圧等のデータを含む信号（後掲する図５Ａに示す第１の
ペン信号Ｐ１、又は、後掲する図６Ａに示す第２のペン信号Ｐ２）を送出し続ける。
【００２９】
　最後に、ペンアップ操作Ｕ４により、スタイラス１００は再びセンシング範囲ＳＲの外
に退出する。一定期間、例えば数秒の間、センサコントローラ３００とスタイラス１００
が互いを検出できない時間が継続すると（図２のＩＮ２０３）、センサコントローラ３０
０及びスタイラス１００の状態は、それぞれオペレーション状態ＳＯからディスカバリ状
態ＳＤに戻る。
【００３０】
　図２は、ある動作モードにおけるセンサコントローラ３００及びスタイラス１００の状
態遷移図である。動作モードとは、センサコントローラ３００とスタイラス１００との間
のプロトコル、データフォーマット、拡張機能の利用の有無等に応じて定まる動作の１つ
の形態である。例えば第１の通信方法に準拠した第１のモード（図５Ｃ）、第２の通信方
法に準拠した第２のモード（図６Ｃ）などが存在する。
【００３１】
　センサコントローラ３００及びスタイラス１００は、ある１の動作モードで動作をする
場合、それぞれの状態を現在利用している動作モードにおけるディスカバリ状態ＳＤとオ
ペレーション状態ＳＯとの間で遷移させる。
【００３２】
　ディスカバリ状態ＳＤは、センサコントローラ３００及びスタイラス１００のそれぞれ
が、互いを検出するためのディスカバリを実行する状態である。このディスカバリ状態Ｓ
Ｄにおいてペンダウン操作Ｕ１などが行われると、センサコントローラ３００はスタイラ
ス１００を、スタイラス１００はセンサコントローラ３００をそれぞれ検出し、互いの検
出を契機にともにオペレーション状態ＳＯに遷移する（ＩＮ２０１）。
【００３３】
　オペレーション状態ＳＯでは、スタイラス１００から信号（後掲する図５Ａに示す第１
のペン信号Ｐ１、又は、後掲する図６Ａに示す第２のペン信号Ｐ２）が送信され、センサ



(11) JP 6059410 B1 2017.1.11

10

20

30

40

50

コントローラ３００では、この信号の検出が行われる。センサコントローラ３００（又は
スタイラス１００）がスタイラス１００（又はセンサコントローラ３００）を検出しなく
なると、センサコントローラ３００及びスタイラス１００はそれぞれ、再びディスカバリ
状態ＳＤに遷移する（ＩＮ２０３）。
【００３４】
　このように、ある１つのモードあるいは動作モードは、ディスカバリとオペレーション
状態（その動作モードに基づく信号の通信処理）を繰り返すものである。ディスカバリ状
態からオペレーション状態に遷移するあるいはオペレーション状態からディスカバリ状態
に遷移するものであれば、ペアリング状態などを経由してオペレーション状態に遷移する
場合も存在しても良く、又、オペレーション状態からディスカバリ状態に遷移する上でサ
スペンド状態などを経由するとしても良い。
【００３５】
　図７を用いて後述するが、本発明に係る通信方法、通信システム、センサコントローラ
およびスタイラスは、１つの動作モードに専用に用意されているディスカバリとは別に、
更に、後述するディスカバリ（デュアルモードディスカバリ、図７Ｂ及び図１０の状態Ｓ
Ｄ＿ＤＵＡＬ）処理を行う点に特徴の１つを有する。
【００３６】
　図３は、センサコントローラ３００及びセンサ２０１の具体的な構成を示す図である。
同図に示すように、センサ２０１は、複数の線状電極２０１Ｘと複数の線状電極２０１Ｙ
とが操作面上にマトリクス状に配置された構成を有しており、これら線状電極２０１Ｘ，
２０１Ｙによってスタイラス１００と容量結合する。また、センサコントローラ３００は
、送信部６０、選択部４０、受信部５０、ロジック部７０、及びＭＣＵ８０を有して構成
される。
【００３７】
　送信部６０は、スタイラス１００に対して所定の制御信号を送信する回路である。具体
的には、探索信号供給部６１、スイッチ６２、直接拡散部６３、拡散符号保持部６４、並
びに送信ガード部６５を含んで構成される。
【００３８】
　探索信号供給部６１は、探索パターンＤＰを保持しており、ロジック部７０から供給さ
れる制御信号ｃｔｒｌ＿ｔ１の指示に従い、探索信号ＤＳを周期（＝後述する図７Ｃ等に
示す期間Ｐ）で繰返し出力する機能を有する。探索信号ＤＳは、スタイラス１００がセン
サコントローラ３００の存在を検出するために用いられるもので、スタイラス側に既知の
ビットパターンを含んでいる。
【００３９】
　スイッチ６２は、ロジック部７０から供給される制御信号ｃｔｒｌ＿ｔ２に基づいて探
索信号供給部６１及びＭＣＵ８０のいずれか一方を選択し、選択した一方の出力を直接拡
散部６３に供給する機能を有する。スイッチ６２が探索信号供給部６１を選択した場合、
直接拡散部６３には上記探索パターンＤＰが供給される。一方、スイッチ６２がＭＣＵ８
０を選択した場合、直接拡散部６３には制御コマンドＣＭＤが供給される。制御コマンド
ＣＭＤは、検出されたあるいはこれから検出されるスタイラス１００を制御するためのコ
マンドなどを構成する情報である。
【００４０】
　拡散符号保持部６４は、ロジック部７０から供給される制御信号ｃｔｒｌ＿ｔ３に基づ
き、拡散符号ＰＮを生成する機能を有する。拡散符号保持部６４によって生成された拡散
符号ＰＮは、直接拡散部６３に供給される。
【００４１】
　直接拡散部６３は、スイッチ６２から供給される信号を構成する複数のビットのそれぞ
れに対し、拡散符号保持部６４から供給される拡散符号ＰＮを乗算（ＸＯＲ）する機能を
有する。スイッチ６２から探索パターンＤＰが供給される場合、直接拡散部６３から出力
される信号は探索信号ＤＳとなる。一方、スイッチ６２から制御コマンドＣＭＤが供給さ
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れる場合、直接拡散部６３から出力される信号は制御コマンドＣＭＤが含まれた探索信号
ＤＳである探索信号ＤＳ（制御信号Ｃ１＿Ｕ）となる。
【００４２】
　送信ガード部６５は、ロジック部７０から供給される制御信号ｃｔｒｌ＿ｔ４に基づき
、直接拡散部６３から出力される第１及び第２の制御信号それぞれの送信期間と、スタイ
ラス１００からの信号を受信するための受信期間との間にガード期間を挿入する機能を有
する。
【００４３】
　選択部４０は、ロジック部７０の制御に基づいて、センサ２０１から信号を送信する送
信期間と、センサ２０１により信号を受信する受信期間とを切り替えるスイッチである。
具体的に説明すると、選択部４０は、スイッチ４４ｘ，４４ｙと、導体選択回路４１ｘ，
４１ｙとを含んで構成される。スイッチ４４ｘは、ロジック部７０から供給される制御信
号ｓＴＲｘに基づき、送信期間には、送信部６０の出力端を導体選択回路４１ｘの入力端
に接続し、受信期間には、導体選択回路４１ｘの出力端を受信部５０の入力端に接続する
よう動作する。スイッチ４４ｙは、ロジック部７０から供給される制御信号ｓＴＲｙに基
づき、送信期間には、送信部６０の出力端を導体選択回路４１ｙの入力端に接続し、受信
期間には、導体選択回路４１ｙの出力端を受信部５０の入力端に接続するよう動作する。
導体選択回路４１ｘは、ロジック部７０から供給される制御信号ｓｅｌＸに基づき、複数
の線状電極２０１Ｘのうちの１つを選択し、選択したものをスイッチ４４ｘに接続するよ
う動作する。導体選択回路４１ｙは、ロジック部７０から供給される制御信号ｓｅｌＹに
基づき、複数の線状電極２０１Ｙのうちの１つを選択し、選択したものをスイッチ４４ｙ
に接続するよう動作する。
【００４４】
　受信部５０は、ロジック部７０の制御信号ｃｔｒｌ＿ｒに基づいて、スタイラス１００
が送信する信号（後掲する図７Ｅに示す位置信号Ｐｏｓ、後掲する図５Ａ、図９Ａに示す
第１のペン信号Ｐ１、又は、後掲する図６Ａ、図９Ｂに示す第２のペン信号Ｐ２）を検出
あるいは受信するための回路である。具体的には、増幅回路５１、検波回路５２、及びア
ナログデジタル（ＡＤ）変換器５３を含んで構成される。
【００４５】
　増幅回路５１は、選択部４０から供給される受信信号を増幅して出力する。検波回路５
２は、増幅回路５１の出力信号のレベルに対応した電圧を生成する回路である。ＡＤ変換
器５３は、検波回路４９から出力される電圧を所定時間間隔でサンプリングすることによ
って、デジタル信号を生成する回路である。ＡＤ変換器５３が出力するデジタルデータは
ＭＣＵ８０に供給される。
【００４６】
　ＭＣＵ８０は、内部に図示しないＲＯＭ及びＲＡＭを有し、所定のプログラムに基づき
動作するマイクロプロセッサである。ロジック部７０は、ＭＣＵ８０の制御に基づき、上
述した各制御信号を出力する。ＭＣＵ８０はまた、ＡＤ変換器５３から供給されるデジタ
ルデータに基づいてスタイラス１００の位置を示す座標データｘ，ｙ等を導出し、ホスト
プロセッサ３５０に対して出力する役割を担う。
【００４７】
　上記構成により、センサコントローラ３００は、送信部６０の機能を利用してセンサ２
０１を介して制御信号（探索信号ＤＳ）を送信し、受信部５０の機能を利用してスタイラ
ス１００から送信された応答信号ＡＣＫ、第１のペン信号Ｐ１、第２のペン信号Ｐ２など
の信号を検出あるいは受信し、それによって後述の第１の通信部３１１、第２の通信部３
２１，３２２の機能を実現する。また、ＭＣＵ８０は、送信部６０及び受信部５０の機能
を利用して信号を送信又は受信することにより、後述する第１のディスカバリ、第２のデ
ィスカバリ、デュアルモードディスカバリの各処理を実現する。
【００４８】
　図４は、スタイラス１００及びセンサコントローラ３００の種別、並びに、本実施の形
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態による通信方法により決定されるスタイラス１００及びセンサコントローラ３００の動
作モードを示す図である。
【００４９】
　図４に示すように、スタイラス１００には、第１の通信方法ＳＴＤのみに対応する第１
のスタイラス１１０と、第２の通信方法ＰＲＰのみに対応する第２のスタイラス１２０と
、第１の通信方法ＳＴＤ及び第２の通信方法ＰＲＰの両方に対応するデュアルモードスタ
イラス１３０との３種類が存在する。同様に、センサコントローラ３００には、第１の通
信方法ＳＴＤのみに対応する第１のセンサコントローラ３１０と、第２の通信方法ＰＲＰ
のみに対応する第２のセンサコントローラ３２０と、第１の通信方法ＳＴＤ及び第２の通
信方法ＰＲＰの両方に対応するデュアルモードコントローラ３３０との３種類が存在する
。
【００５０】
　本実施の形態による通信方法により決定される動作モードは、図４に示すように、スタ
イラス１００とセンサコントローラ３００の組み合わせによって変化する。具体的に説明
すると、スタイラス１００が第１のスタイラス１１０であり、センサコントローラ３００
が第１のセンサコントローラ３１０及びデュアルモードコントローラ３３０のいずれかで
ある場合、及び、スタイラス１００がデュアルモードスタイラス１３０であり、センサコ
ントローラ３００が第１のセンサコントローラ３１０である場合に決定される動作モード
は、第１の通信方法ＳＴＤに対応する第１のモードとなる（欄Ｅ１１，Ｅ１３，Ｅ３１）
。また、スタイラス１００が第２のスタイラス１２０であり、センサコントローラ３００
が第２のセンサコントローラ３２０及びデュアルモードコントローラ３３０のいずれかで
ある場合、及び、スタイラス１００がデュアルモードスタイラス１３０であり、センサコ
ントローラ３００が第２のセンサコントローラ３２０である場合に決定される動作モード
は、第２の通信方法ＰＲＰに対応する第２のモードとなる（欄Ｅ２２，Ｅ２３，Ｅ３２）
。本実施の形態では、以上の各場合について、以下で詳しく説明する。スタイラス１００
がデュアルモードスタイラス１３０であり、センサコントローラ３００がデュアルモード
コントローラ３３０である場合については、第２の実施の形態で詳しく説明する。その他
、スタイラス１００が第１のスタイラス１１０であり、センサコントローラ３００が第２
のセンサコントローラ３２０である場合、及び、スタイラス１００が第２のスタイラス１
２０であり、センサコントローラ３００が第１のセンサコントローラ３１０である場合に
は、スタイラス１００とセンサコントローラ３００が互いを発見できないため、動作モー
ドの設定がなされないこととなる。
【００５１】
＜１．第１のモード＞
　図５Ａは、図４の欄Ｅ１１に対応する組み合わせ（第１のスタイラス１１０と第１のセ
ンサコントローラ３１０）による通信システム１の概要図である。
【００５２】
　第１のスタイラス１１０は、電極１０１を介して探索信号ＤＳを受信し、探索信号ＤＳ
の受信に応じて探索応答信号ＡＣＫを返信し、その後、第１のペン信号Ｐ１を送信する第
１の通信部１１１を含み構成される。第１のセンサコントローラ３１０は、第１の通信方
法ＳＴＤに準拠した第１の通信部３１１と、以下で説明する第１のディスカバリを実行す
るディスカバリ部３４１とを含み構成される。第１のスタイラス１１０及び第１のセンサ
コントローラはともに第１の通信方法ＳＴＤに準拠しており、第１のモードで動作可能に
構成される。
【００５３】
　図５Ｂは、第１のモードにおける第１のスタイラス１１０及び第１のセンサコントロー
ラ３１０の動作を説明する図である。同図上段は、第１のスタイラス１１０の動作状態、
送信信号Ｔｘ、及び受信信号Ｒｘを上から順に示している。同図下段は、第１のセンサコ
ントローラ３１０の送信信号Ｔｘ、受信信号Ｒｘ、及び動作状態を上から順に示している
。図中横軸は時刻（ｔｉｍｅ）を示し、左端に示す最初の状態では、第１のスタイラス１
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１０は図１の開始位置ＳＴにある。
【００５４】
　＜１．１　第１のモードにおける第１のセンサコントローラ３１０の動作＞
　図５Ｃ（ａ）は、第１のモードにおける第１のセンサコントローラ３１０の状態遷移図
である。図５Ｂに示す時刻ｔ０までの間、第１のセンサコントローラ３１０は、第１のモ
ードにおけるディスカバリ状態ＳＤ（図２参照）である第１のディスカバリ状態ＳＤ＿Ｓ
ＴＤで動作している（図５Ｃ（ａ）の「開始」）。
【００５５】
　第１のセンサコントローラ３１０は、第１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤにおいて第
１のディスカバリを実行する。第１のディスカバリには、第１のスタイラス１１０を検出
するための探索信号ＤＳを定期的を送信する処理と、探索信号ＤＳに対する第１のスタイ
ラス１１０からの応答である探索応答信号ＡＣＫを受信する処理とが含まれる。探索応答
信号ＡＣＫの受信処理は、探索信号ＤＳを送信した直後の期間である応答受信期間Ｒａの
間に行われる。応答受信期間Ｒａ内に探索応答信号ＡＣＫが受信されない限り第１のディ
スカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤが続行され、第１のディスカバリが繰り返される。
【００５６】
　図５Ｂの時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１が行われ、第１のスタイラス１１０が第１のセ
ンサコントローラ３１０のセンシング範囲ＳＲ（図１参照）内に入ると、第１のスタイラ
ス１１０は探索信号ＤＳを検出することができるようになる。その後最初に受信した探索
信号ＤＳへの返信として、第１のスタイラス１１０は探索応答信号ＡＣＫを返信する（時
刻ｔ１）。第１のセンサコントローラ３１０は、時刻ｔ１の後の時刻ｔ２で、応答受信期
間Ｒａ内にスタイラス１１０から送信された探索応答信号ＡＣＫを検出する。
【００５７】
　時刻ｔ２での探索応答信号ＡＣＫの検出を契機に、第１のセンサコントローラ３１０は
自己の動作状態を、第１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤから、第１のモードに対応する
オペレーション状態ＳＯ（図２参照）である第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤに遷
移させる（図５Ｂの「動作状態」、図５Ｃ（ａ）のＩＮ４０１）。
【００５８】
　第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤにおいて、第１のセンサコントローラ３１０は
、探索信号ＤＳに対する応答受信期間Ｒａの直後から次の探索信号ＤＳの送出開始までの
期間をデータ受信期間Ｒ（Ｐ１）とし、第１のペン信号Ｐ１の受信処理を行う。そして、
受信した第１のペン信号Ｐ１を用いて第１のスタイラス１１０の位置導出を行うとともに
、第１のペン信号Ｐ１に含まれる筆圧等のデータを取得し、座標データ及び筆圧値等の情
報をホストプロセッサ３５０へ出力する。
【００５９】
　時刻ｔ３でペンアップ操作Ｕ４がなされると、第１のセンサコントローラ３１０は、第
１のスタイラス１１０から送信される信号を受信できなくなる。一定時間、第１のスタイ
ラス１１０からの信号が受信されない場合（時刻ｔ４）、第１のセンサコントローラ３１
０は、自己の動作状態を第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤから第１のディスカバリ
状態ＳＤ＿ＳＴＤに遷移させる（図５Ｃ（ａ）のＩＮ４０３）。第１のディスカバリ状態
ＳＤ＿ＳＴＤに遷移した第１のセンサコントローラ３１０は、上述したようにして、第１
のディスカバリを実行する。
【００６０】
＜１．２　第１のモードにおける第１のスタイラス１１０の動作＞
　図５Ｃ（ｂ）は、第１のモードにおける第１のスタイラス１１０の状態遷移図である。
図５Ｂに示す時刻ｔ０までの間、第１のスタイラス１１０は第１のディスカバリ状態ＳＤ
＿ＳＴＤで動作している（図５Ｃ（ｂ）の「開始」）。
【００６１】
　第１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤにある第１のスタイラス１１０は、探索信号受信
期間Ｒｄの間、第１のセンサコントローラ３１０が送信する探索信号ＤＳの受信処理を行
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う。探索信号受信期間Ｒｄは、探索信号ＤＳの送信周期（＝期間Ｐ）（例えば２０ｍｓｅ
ｃ）よりも長い時間（例えば２５ｍｓｅｃ）にわたって継続するように設定され、かつ、
一定のインターバルＩＮＴをおいて設けられる。
【００６２】
　時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１がなされると、第１のスタイラス１１０は、第１のセン
サコントローラ３１０のセンシング範囲ＳＲ（図１参照）に入る。図５Ｂの例では、セン
シング範囲ＳＲに入った後の時刻ｔ１で、最初の探索信号ＤＳが受信される。
【００６３】
　第１のスタイラス１１０は、こうして受信された探索信号ＤＳへの応答として、探索応
答信号ＡＣＫを返信する。また、探索信号ＤＳの検出を契機として、自己の動作状態を第
１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤから第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤに遷移さ
せる（図５Ｃ（ｂ）のＩＮ４１１）。その後、第１のスタイラス１１０は、第１のディス
カバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤと同様に探索信号ＤＳを受信期間Ｒｄで受信しつつ、探索信号Ｄ
Ｓを基準時刻として決定される時間スロットを用いて、第１のペン信号Ｐ１の送信を繰り
返す。
【００６４】
　時刻ｔ３でペンアップ操作Ｕ４がなされ、受信期間Ｒｄにセンサコントローラ３１０か
らの信号の受信がなされなくなると、第１のスタイラス１１０は、自己の動作状態を第１
のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤから第１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤに戻す（図
５Ｃ（ｂ）のＩＮ４１３）。
【００６５】
＜２．第２のモード＞
　図６Ａは、図４の欄Ｅ２２に対応する組み合わせ（第２のスタイラス１２０と第２のセ
ンサコントローラ３２０の組み合わせ）による通信システム１の概要図である。
【００６６】
　第２のスタイラス１２０は、第２の通信方法ＰＲＰに準拠した第２のペン信号Ｐ２を送
信する第２の通信部１２１を含み構成される。第２のペン信号Ｐ２の送信形式は、図５Ａ
に示した第１のペン信号Ｐ１の送信形式とは全く異なるものである。例えば、第２のペン
信号Ｐ２は特許文献１に記載された信号のように一方向に連続して送信されるものである
。第２のセンサコントローラ３２０は、第２の通信方法ＰＲＰに基づいた信号を受信する
第２の通信部３２１と、以下で説明する第２のディスカバリを実行するディスカバリ部３
４２を含み構成される。
【００６７】
　図６Ｂは、第２のモードにおける第２のスタイラス１２０及び第２のセンサコントロー
ラ３２０の動作を説明する図である。同図上段は、第２のスタイラス１２０の動作状態、
送信信号Ｔｘ、及び受信信号Ｒｘを上から順に示している。同図下段は、第２のセンサコ
ントローラ３２０の送信信号Ｔｘ、受信信号Ｒｘ、及び動作状態を上から順に示している
。
【００６８】
　本実施の形態による第２の通信方法ＰＲＰでは、第２のスタイラス１２０からセンサコ
ントローラ３２０へ、一方向の第２のペン信号Ｐ２の送信が行われる。図６Ｂに示すよう
に、第２のペン信号Ｐ２は、位置信号Ｐｏｓとデータ信号Ｄａｔａとを含み構成される。
位置信号Ｐｏｓは、第２のセンサコントローラ３２０が第２のスタイラス１２０の位置或
いは存在を検出するための（無変調の）信号である。一方、データ信号Ｄａｔａは、筆圧
等の情報或いはデータで搬送波信号を変調して得られるデータ信号を示している。
【００６９】
＜２．１　第２のモードにおける第２のセンサコントローラ３２０の動作＞
　図６Ｃ（ａ）は、第２のモードにおける第２のセンサコントローラ３２０の状態遷移図
である。図６Ｂに示す時刻ｔ０までの間、第２のセンサコントローラ３２０は、第２のモ
ードに対応するディスカバリ状態ＳＤ（図２参照）である第２のディスカバリ状態ＳＤ＿
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ＰＲＰで動作する（図６Ｃ（ａ）の「開始」）。
【００７０】
　第２のセンサコントローラ３２０は、第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰにおいて第
２のディスカバリを実行する。第２のディスカバリには、規定された第２のペン信号の送
信継続時間より長い受信期間の間、第２のペン信号Ｐ２の検出を行う処理が含まれる。第
２のセンサコントローラ３２０は、この検出処理を、一定のインターバルをおいて間欠的
に繰り返し継続する。
【００７１】
　図６Ｂの時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１が行われ、第２のスタイラス１２０が第２のセ
ンサコントローラ３２０のセンシング範囲ＳＲ（図１参照）内に入ると、第２のセンサコ
ントローラ３２０は、第２のスタイラス１２０から送信された第２のペン信号Ｐ２（位置
信号Ｐｏｓ）を検出する（時刻ｔ２）。第２のペン信号Ｐ２の受信を契機に、第２のセン
サコントローラはその動作状態を、第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰから、第２のモ
ードに対応するオペレーション状態ＳＯ（図２参照）である第２のオペレーション状態Ｓ
Ｏ＿ＰＲＰに遷移させる（図６Ｃ（ａ）のＩＮ５０１）。第２のオペレーション状態ＳＯ
＿ＰＲＰにある第２のセンサコントローラ３２０は、連続して第２のペン信号Ｐ２の受信
を行う。具体的には、第２のペン信号Ｐ２の位置信号Ｐｏｓにより第２のスタイラス１２
０の位置導出を行うとともに、データ信号Ｄａｔａに含まれる筆圧等のデータの取得を行
い、座標データ及び筆圧値等の情報をホストプロセッサ３５０へ出力する。
【００７２】
　時刻ｔ３でペンアップ操作Ｕ４が行われると、第２のスタイラス１２０はセンシング範
囲ＳＲから退出する。その結果、第２のセンサコントローラ３２０は、第２のペン信号Ｐ
２を検出することができなくなる。第２のペン信号Ｐ２が検出されないまま一定時間経過
すると、第２のセンサコントローラ３２０は、自己の動作状態を第２のオペレーション状
態ＳＯ＿ＰＲＰから第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰに遷移させる（図６Ｃ（ａ）の
ＩＮ５０３）。第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰに遷移した第２のセンサコントロー
ラ３２０は、上述したようにして、第２のディスカバリを実行する。
【００７３】
＜２．２　第２のモードにおける第２のスタイラス１２０の動作＞
　図６Ｃ（ｂ）は、第２のモードにおける第２のスタイラス１２０の状態遷移図である。
同図に示すように、第２のスタイラス１２０は、「開始」の位置から直ちに第２のオペレ
ーション状態ＳＯ＿ＰＲＰで動作する。電源ＯＮ等の入力を契機に、第２のスタイラス１
２０は第２のペン信号Ｐ２の送信を開始し、第２のペン信号Ｐ２を送信し続ける。
【００７４】
＜３．デュアルモードコントローラ＞
　図７Ａは、図４に示したデュアルモードコントローラ３３０を利用する通信システム１
の概要図である。この場合、第１のスタイラス１１０（図４の欄Ｅ１３）と第２のスタイ
ラス１２０（図４の欄Ｅ２３）のうちいずれか１つのスタイラス１００がユーザによって
選択され、図１に示したペンダウン操作Ｕ１からペンアップ操作Ｕ４までの操作により利
用される。
【００７５】
　デュアルモードコントローラ３３０は、図７Ａに示すように、上述した第１の通信部３
１１及び第２の通信部３２１に加え、ディスカバリ部３４３を有している。ディスカバリ
部３４３は、第１の通信部３１１の機能及び第２の通信部３２１の機能を交互に用いつつ
、第１のスタイラス１１０及び第２のスタイラス１２０の両方の検出に対応するデュアル
モードディスカバリを実行する。デュアルモードコントローラ３３０は、このデュアルモ
ードディスカバリにより検出されたスタイラスの種類に応じて自己の動作モードを上述し
た第１及び第２のモードのいずれか一方に決定し、所定の期間、決定された動作モードで
、信号受信及びその後のディスカバリ（第１のディスカバリ又は第２のディスカバリ）の
動作を行う。
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【００７６】
　デュアルモードディスカバリは、第１の動作モードにおける第１のディスカバリあるい
は第２の動作モードにおける第２のディスカバリとは別に、そもそも動作モードを決定す
るために実行されるものである。　
【００７７】
　図７Ｂは、デュアルモードコントローラ３３０の状態遷移図である。同図に示すように
、デュアルモードコントローラ３３０の初期状態は、第１のスタイラス１１０及び第２の
スタイラス１２０の両方の検出に対応するデュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡ
Ｌである。このデュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬにおいてデュアルモード
コントローラ３３０は、第１のディスカバリを実施する第１のディスカバリ状態ＳＤ＿Ｓ
ＴＤと、第２のディスカバリを実施する第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰとに交互に
遷移する。これにより、第１のディスカバリと第２のディスカバリとが交互に繰り返され
る。
【００７８】
（デュアルモードディスカバリ）。
　図７Ｃ（ａ）は、デュアルモードディスカバリの例を説明する図である。同図は、上か
ら順にデュアルモードコントローラ３３０が送信する送信信号Ｔｘ、受信信号Ｒｘ、ディ
スカバリ、及び動作状態を示している。
【００７９】
　時刻ｔ０からｔ２までの間は、第１のディスカバリが実行される。すなわち、デュアル
モードコントローラ３３０は、同図に期間Ｐで示す周期で繰り返し探索信号ＤＳを送信し
、少なくとも探索信号ＤＳを送出する時間と探索応答信号ＡＣＫを待機する時間（応答信
号受信期間Ｒａ）の合計時間を用いて第１のディスカバリを実行する。デュアルモードコ
ントローラ３３０は、応答信号受信期間Ｒａ内に探索応答信号ＡＣＫの受信処理を行う。
探索信号ＤＳの送信継続時間は期間Ｐより短く、したがって、探索信号ＤＳは、期間Ｐか
ら探索信号ＤＳの送信継続時間を減じてなる時間に等しいインターバルをおいて送信され
ることになる。また、上記合計時間は、探索信号ＤＳを送信する時間と応答信号受信期間
Ｒａを切り替えるためのガード時間を含むこととしてもよい。
【００８０】
　時刻ｔ２からｔ４までの間は、第２のディスカバリが実行される。すなわち、デュアル
モードコントローラ３３０は、第２のスタイラス１２０がセンシング範囲ＳＲに入ってい
るか否かの検出を行う。時刻ｔ４からは再び第１のディスカバリが実行される。このよう
にデュアルモードディスカバリでは、第１のディスカバリと第２のディスカバリとが交互
に繰り返される。
【００８１】
　図７Ｃ（ｂ）は、デュアルモードディスカバリの他の例を示している。探索信号ＤＳの
送信処理とそれに続く探索応答信号ＡＣＫの受信処理とを含む第１のディスカバリを期間
Ｐの周期で実行する場合、図７Ｃ（ａ）からも理解されるように、期間Ｐのうち探索応答
信号ＡＣＫの受信期間Ｒａの後から次の探索信号ＤＳの送信時刻までの間、デュアルモー
ドコントローラ３３０は何もしない状態となる。なお、第１のスタイラス１１０が検出さ
れた後のこの時間は、図５Ｂに示したように、第１のペン信号Ｐ１の送信用の時間として
利用される。
【００８２】
　そこで、図７Ｃ（ｂ）の例によるデュアルモードコントローラ３３０は、第１のスタイ
ラス１１０が検出されるまでの間、この第１のペン信号Ｐ１の送信用の時間を利用して第
２のディスカバリを実行する。すなわち、探索信号ＤＳの送信周期（＝期間Ｐ）から上述
した合計時間を除いた残余の時間の少なくとも一部の時間を活用して、第２のディスカバ
リを実行する。これにより図７Ｃ（ｂ）のデュアルモードディスカバリでは、図７Ｃ（ａ
）のデュアルモードディスカバリに比してより短時間で第１のスタイラス１１０及び第２
のスタイラス１２０のそれぞれを検出することが可能となる。
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【００８３】
　図７Ｂに戻り、デュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬにおいて、一旦、第１
のスタイラス１１０又は第２のスタイラス１２０のいずれかが検出されると、デュアルモ
ードコントローラ３３０の状態は、検出したスタイラス１００に対応する動作モード（図
５Ｃの第１のモード、図６Ｃの第２のモードのいずれか）に遷移する（図７ＢのＩＮ７０
１，ＩＮ７０２）。
【００８４】
　例えば第１のスタイラス１１０が検出された場合には、デュアルモードコントローラ３
３０は、自己の動作モードを第１のモードに決定し、デュアルモードディスカバリ状態Ｓ
Ｄ＿ＤＵＡＬから図５Ｃの第１のモード（第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤと第１
のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤとを繰り返すモード）へと、自己の状態を遷移させる（
ＩＮ７０１）。一旦、第１のモードへ動作が遷移した（第１のモードであると決定した）
後は、図５Ｂ及び図５Ｃに示した第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤ及び第１のディ
スカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤにかかる動作が継続される。即ち、デュアルモードディスカバ
リとは異なり、第１のモード専用の第１のディスカバリ状態ＳＤ＿ＳＴＤのみが実行され
、第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰは実行されない。
【００８５】
　一方、例えば第２のスタイラスが検出された場合には、デュアルモードコントローラ３
３０は、デュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬから図６Ｃの第２のモード（第
２のオペレーション状態ＳＯ＿ＰＲＰと第２のディスカバリ状態ＳＤ＿ＰＲＰとを繰り返
すモード）へと、自己の状態を遷移させる。一旦、第２のモードへ動作が遷移した後は、
図６Ｂ及び図６Ｃに示した第２のオペレーション状態ＳＯ＿ＰＲＰ及び第２のディスカバ
リ状態ＳＤ＿ＰＲＰにかかる動作が継続される。
【００８６】
　第１のモード又は第２のモードでの動作を一旦開始したデュアルモードコントローラ３
３０は、開始した動作モードで行うディスカバリを一定期間繰り返してもスタイラスが発
見されない場合に限り、デュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬに復帰する（図
７ＢのＩＮ７０３，ＩＮ７０４）。
【００８７】
＜３．１　図４に示した欄Ｅ１３の組み合わせによる通信システム１の動作例＞
　図７Ｄは、図４に示した欄Ｅ１３の組み合わせ（デュアルモードコントローラ３３０と
第１のスタイラス１１０との組み合わせ）による通信システム１の動作例を示している。
【００８８】
　この動作例では、時刻ｔ０までの間、デュアルモードコントローラ３３０はデュアルモ
ードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬにあり、第１のディスカバリと第２のディスカバリ
とを交互に繰り返している（図７Ｃ（ｂ）を参照）。
【００８９】
　時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１がなされ、第１のスタイラス１１０がデュアルモードコ
ントローラ３３０のセンシング範囲ＳＲ（図７Ａ参照）内に入ると、その後最初に送信さ
れた探索信号ＤＳに対し、時刻ｔ２で第１のスタイラス１１０から探索応答信号ＡＣＫが
返信される。デュアルモードコントローラ３３０は、この探索応答信号ＡＣＫを受信する
ことにより、第１のスタイラス１１０を検出する。
【００９０】
　一旦第１のスタイラス１１０が検出されると、デュアルモードコントローラ３３０は自
己の動作状態を第１のモード（より具体的には第１のオペレーション状態ＳＯ＿ＳＴＤ）
とする。第１のモードでは、デュアルモードコントローラ３３０は探索信号ＤＳの送信を
一定間隔で繰り返すとともに、探索信号ＤＳを基準時刻とした時間スロットを用いて第１
のペン信号Ｐ１の受信処理を実行する。より具体的には、デュアルモードコントローラ３
３０は、探索信号ＤＳの送信周期（＝図７Ｃ（ｂ）に示した期間Ｐ）から上述した合計時
間（探索信号ＤＳの送信時間、応答信号受信期間Ｒａ、及び、設ける場合にはガード時間
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の合計時間）を除いた残余の時間の全てを、第１のペン信号Ｐ１の受信に用いる。これに
より第２のディスカバリが実行されなくなるため、仮に第２のスタイラス１２０がデュア
ルモードコントローラ３３０に近接したとしても、デュアルモードコントローラ３３０に
よって検出されることはなくなる。
【００９１】
　時刻ｔ３においてユーザが手書きを終了し、ペンアップ操作Ｕ４によりスタイラス１０
０がセンシング範囲ＳＲの外に退出した後も、デュアルモードコントローラ３３０は、第
１のモードでの動作として一定期間、第１のディスカバリのみを繰り返す。その後、第１
のディスカバリをおこなってもいずれの第１のスタイラス１１０も検出されない場合、デ
ュアルモードコントローラ３３０はデュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬに戻
り、デュアルモードディスカバリを再開する（図４の時刻ｔ４）。
【００９２】
＜３．２　図４に示した欄Ｅ２３の組み合わせによる通信システム１の動作例＞
　図７Ｅは、図４に示した欄Ｅ２３の組み合わせ（デュアルモードコントローラ３３０と
第２のスタイラス１２０との組み合わせ）による通信システム１の動作例を示している。
【００９３】
　時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１がなされ、第２のスタイラス１２０がデュアルモードコ
ントローラ３３０のセンシング範囲ＳＲ（図７Ａ参照）内に入ると、デュアルモードコン
トローラ３３０は、その後の時刻ｔ２で第２のスタイラス１２０から送信された第２のペ
ン信号Ｐ２を検出する。そして、デュアルモードコントローラ３３０は、自己の動作状態
を第２のモード（より具体的には第２のオペレーション状態ＳＯ＿ＰＲＰ）とする。
【００９４】
　時刻ｔ３でペンアップ操作Ｕ４がなされ、第２のスタイラス１２０がセンシング範囲Ｓ
Ｒから離れても、デュアルモードコントローラ３３０は、第２のモードでの動作として一
定期間、第２のディスカバリのみを繰り返す。その後、第２のディスカバリをおこなって
もいずれの第２のスタイラス１２０も検出されない場合、デュアルモードコントローラ３
３０はデュアルモードディスカバリ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬに戻り、デュアルモードディスカ
バリを再開する（図４の時刻ｔ４）。
【００９５】
　このように、デュアルモードコントローラ３３０は、異なる種類のスタイラス１００に
対応するため複数の種類のディスカバリを交互に実行するデュアルモードディスカバリを
行い、検出された信号に基づいてその後の動作モードを決定する。具体的には、第１のペ
ン信号Ｐ１を受信するとともに第１のディスカバリを行う第１のモード、第１のペン信号
Ｐ１とは少なくともフォーマットの異なる第２のペン信号Ｐ２を受信するとともに、第２
のディスカバリを行う第２のモードのいずれか一方に決定する。デュアルモードコントロ
ーラ３３０は、自己の動作モードをこうして決定した動作モードに切り替え、その後は、
決定した動作モードに基づいて信号受信処理等を行う。
【００９６】
　これにより、ユーザが第１のスタイラス１１０及び第２のスタイラス１２０のいずれを
利用する場合であっても、デュアルモードコントローラ３３０は対応する動作モードに切
り替えて動作することが可能となる。
【００９７】
　また、第１及び第２のモードのいずれかに遷移した後には、デュアルモードコントロー
ラ３３０は、仮にスタイラス１００が検出されなくなった場合でもデュアルモードディス
カバリ状態に即座に戻らず、各動作モードでのディスカバリを実行する。一旦ある種類の
スタイラス１００が検出された後は、次も同一種類のスタイラス１００が利用される可能
性が高いことから、これによれば、即座にデュアルモードディスカバリに切り替える場合
に比してスタイラス１００の検出までの時間を短縮することができることになる。
【００９８】
＜４．デュアルモードスタイラス＞
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　図８Ａは、図４に示したデュアルモードスタイラス１３０を利用する通信システム１の
例を示す図である。この例による通信システム１は、デュアルモードスタイラス１３０と
、第１の通信方法ＳＴＤのみに対応した第１のセンサコントローラ３１０（図４の欄Ｅ３
１）又は第２の通信方法ＰＲＰのみに対応した第２のセンサコントローラ３２０（図４の
欄Ｅ３２）のいずれか一方とにより構成される。なお、同図において図１と同一の参照符
号を付した部分は図１において説明した部分と同様であるため、説明を省略する。
【００９９】
　デュアルモードスタイラス１３０は、図８Ａに示すペンダウン操作Ｕ１によりセンシン
グ範囲ＳＲに入るまでの間、自己が今から通信する相手であるセンサコントローラ３００
の種別が第１のセンサコントローラ３１０及び第２のセンサコントローラ３２０のいずれ
であるのか、知ることができない。デュアルモードスタイラス１３０は、当該デュアルモ
ードスタイラス１３０と組み合わせて利用されるセンサコントローラ３００について、ス
タイラス１００に対して探索信号ＤＳを送信することで双方向通信を行う第１のセンサコ
ントローラ３１０である場合と、スタイラス１００から送信される第２のペン信号Ｐ２の
受信のみを行う第２のセンサコントローラ３２０である場合とが混在する混在環境におい
て利用されるものである。
【０１００】
　デュアルモードコントローラ３３０が第１のスタイラス１１０のみならず第２のスタイ
ラス１２０と共に動作することにかかる通信方法は、第１のモード又は第２のモードに対
応するデュアルモードスタイラス１３０に応用することができる。例えば、第１のモード
のみに対応する第１のスタイラス１１０は、図５Ｂに示したように、ディスカバリ状態Ｓ
Ｄ＿ＳＴＤにおいて探索信号ＤＳを検出する処理を行った後、インターバルＩＮＴの間、
第１のディスカバリを休止している。この休止期間を、第２のセンサコントローラ３２０
に自身を検出させるための期間、すなわち、第２のペン信号Ｐ２を送信する期間として利
用することが考えられる。以下、図面を参照しながら具体的に説明する。
【０１０１】
　図８Ａに示すように、デュアルモードスタイラス１３０は、第１の通信部１１１、第２
の通信部１２１、スイッチ１３３、モード制御部１４０、及び電極１０１を含み構成され
る。
【０１０２】
　第１の通信部１１１は、図５Ａに示したものと同じ機能部であり、双方向通信である第
１の通信方法ＳＴＤ（受信動作、送信動作）を実行する。第２の通信部１２１は、図６Ａ
に示したものと同じ機能部であり、一方向通信である第２の通信方法ＰＲＰ（送信動作）
を実行する。
【０１０３】
　モード制御部１４０は、スイッチ１３３を制御することにより電極１０１の接続先を第
１の通信部１１１と第２の通信部１２１の間で切り替え、それによって、デュアルモード
スタイラス１３０の動作モードを第１のモードと第２のモードの間で切り替える制御を行
う。
【０１０４】
　具体的に説明すると、モード制御部１４０はまず初めに、デュアルモードスタイラス１
３０をディスカバリ状態（後述する図８Ｂに示す状態Ｓ６００）とする。この状態におい
てモード制御部１４０は、探索信号ＤＳを検出するための受信動作（第１のモードにかか
る受信処理。後述する図８Ｂに示す状態Ｓ６１０）と、第２のペン信号Ｐ２の送信動作（
第２のモードにかかる送信処理。後述する図８Ｂに示す状態Ｓ６２１）とを交互に繰り返
すよう、デュアルモードスタイラス１３０を制御する。なお、探索信号ＤＳは、もしセン
サコントローラ３００が第１のセンサコントローラ３１０であれば、双方向通信である第
１の通信方法ＳＴＤに基づいて第１のセンサコントローラ３１０からデュアルモードスタ
イラス１３０へ送信されるべき信号である。また、第２のペン信号Ｐ２は、スタイラス１
００から第２のセンサコントローラ３２０に向けての一方向通信である第２の通信方法Ｐ
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ＲＰに基づいて、第２のスタイラス１２０からセンサコントローラ３２０へ向けて間欠的
に送信される信号である。
【０１０５】
　モード制御部１４０は、ディスカバリ状態Ｓ６００において探索信号ＤＳを検出した場
合に、第２のペン信号Ｐ２の送出を停止し、デュアルモードスタイラス１３０の動作モー
ドを第１のモードに切り替える（後述する図８Ｂに示す状態Ｓ６１２）。
【０１０６】
　また、モード制御部１４０は、デュアルモードスタイラス１３０がディスカバリ状態に
ある間、筆圧を監視する処理を行う。これにより、ユーザのペンタッチ操作Ｕ２によって
デュアルモードスタイラス１３０の先端が電子機器３の操作面に接した場合に、モード制
御部１４０は有効な筆圧値（０より大きい値）を検出することになる。詳しくは図８Ｂを
参照しながら後述するが、モード制御部１４０は、こうしてデュアルモードスタイラス１
３０が操作面に接したことを検出した場合、第１のモードにかかる受信動作（すなわち、
探索信号ＤＳの間欠的な検出）を停止し、第２のモードにかかる第２のペン信号Ｐ２の送
信を連続して行うように、デュアルモードスタイラス１３０を制御する（後述する図８Ｂ
に示す状態Ｓ６２０）。
【０１０７】
　モード制御部１４０は、その後も引き続き筆圧を監視する処理を行い、有効な筆圧値を
検出しなくなったことを検知した場合に、ペンアップ操作Ｕ４などによりデュアルモード
スタイラス１３０が操作面から離間した（接触されなくなった）ことを検出する（後述す
る図８Ｂに示すＩＮ２２００）。そして、デュアルモードスタイラス１３０をディスカバ
リ状態（後述する図８Ｂに示す状態Ｓ６００）に復帰させる。
【０１０８】
　図８Ｂは、デュアルモードスタイラス１３０の状態遷移図の一つの例である。同図に示
すように、デュアルモードスタイラス１３０の初期状態は、第１のセンサコントローラ３
１０及び第２のセンサコントローラ３２０の両方の検出に対応するデュアルモードディス
カバリ状態Ｓ６００である。このデュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００においてデュ
アルモードスタイラス１３０は、探索信号ＤＳを検出するための第１の通信部１１１によ
る受信動作（第１のモードにかかる受信処理。状態Ｓ６１０）と、第２のペン信号Ｐ２を
間欠的に送信するための第２の通信部１２１による送信動作（第２のモードにかかる送信
処理。状態Ｓ６２１）とを、交互に時分割で実行する。デュアルモードディスカバリ状態
Ｓ６００は、探索信号ＤＳを検出するか（ＩＮ００１２）、或いは、ペンダウン操作Ｕ１
（又はそれに連続するペンタッチ操作Ｕ２）を検出する（ＩＮ００１０又はＩＮ００２０
）まで継続される。
【０１０９】
　デュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００においてペンダウン操作Ｕ１或いはペンタッ
チ操作Ｕ２を検出した場合、デュアルモードスタイラス１３０は、探索信号ＤＳを検出す
るための第１の通信部１１１による受信動作を再度実施する（状態Ｓ６１０ａ）。なお、
ペンタッチ操作Ｕ２の検出は、例えばデュアルモードスタイラス１３０に設けられた筆圧
検出部（図示せず）が有効な筆圧値（０より大きい値）を検出することなどによって行う
ことができる。
【０１１０】
　状態Ｓ６１０ａは、既にペンタッチ操作Ｕ２が行われ摺動操作Ｕ３が始まっている状態
において、デュアルモードスタイラス１３０が、第１の通信方法ＳＴＤ或いは第２の通信
方法ＰＲＰのいずれを用いて通信を行うかを強制的に決定するための処理を行う状態であ
る。
【０１１１】
　状態Ｓ６１０ａにおいて探索信号ＤＳが検出された場合、デュアルモードスタイラス１
３０は状態Ｓ６１２に遷移し、第１のモードでの動作を開始する。状態Ｓ６１２では、所
定の周期で探索信号ＤＳを検出する（ＩＮ１２１２）など、第１のモードでの通信が維持
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される限り、第１のモードでの動作が続けられる。
【０１１２】
　一方、状態Ｓ６１０ａにおいて探索信号ＤＳを検出しない場合、デュアルモードスタイ
ラス１３０は状態Ｓ６２０に遷移し、第２のモードでの動作を開始する。
【０１１３】
　ここで、状態６１０ａの動作は省略することも可能である（ＩＮ００２０）。すなわち
、デュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００で探索信号ＤＳが検出されないままペンタッ
チ操作Ｕ２が行われた（有効な筆圧値が検出された）ということは、センサコントローラ
３００が探索信号ＤＳを送信していないということを意味している可能性が高い。つまり
、センサコントローラ３００は第２のセンサコントローラ３２０である可能性が高いと言
える。したがって、状態Ｓ６１０ａに遷移して探索信号ＤＳの有無を確認せず、直接状態
Ｓ６２０に遷移するとしても、状態Ｓ６１０ａを経由する場合と同じ結果が得られる可能
性が高いと言える。しかも、状態Ｓ６１０ａを経由しない分、迅速に状態Ｓ６２０に遷移
することが可能になる。
【０１１４】
　状態Ｓ６２０の第２のモードにおいて、デュアルモードスタイラス１３０は、第２の通
信方法ＰＲＰに基づく第２のペン信号Ｐ２の送信を所定回数（例えば、Ｃｏｕｎｔ値がＮ
を越えない間）繰り返す（状態Ｓ６２１ａ）。そして、この繰り返しが終了した後、デュ
アルモードスタイラス１３０は、操作面にタッチしているか否かを判定する状態Ｓ６２２
に遷移する（ＩＮ２１２２）。
【０１１５】
　状態Ｓ６２２において操作面にタッチしていると判定した場合、デュアルモードスタイ
ラス１３０は状態Ｓ６２１ａに戻り（ＩＮ２２２０）、再度第２のペン信号Ｐ２の繰り返
し送信を行う。一方、状態Ｓ６２２において操作面にタッチしていないと判定した場合（
操作面から離れたと判定した場合）、デュアルモードスタイラス１３０はデュアルモード
ディスカバリ状態Ｓ６００に復帰し（ＩＮ２２００）、再び探索信号ＤＳの検出と第２の
ペン信号Ｐ２の間欠送信動作を行う。
【０１１６】
　図８Ｃは、図４に示した欄Ｅ３１の組み合わせ（第１のセンサコントローラ３１０とデ
ュアルモードスタイラス１３０との組み合わせ）による通信システム１の動作例を示して
いる。同図において、図５Ｂ又は図６Ｂと同一の参照符号を付した部分は図５Ｂ又は図６
Ｂにおいて説明した部分と同様であるため、説明を省略する。同図上段は、デュアルモー
ドスタイラス１３０の動作状態、送信信号Ｔｘ、及び受信信号Ｒｘを上から順に示してい
る。同図下段は、第１のセンサコントローラ３１０の送信信号Ｔｘ、受信信号Ｒｘ、及び
動作状態を上から順に示している。
【０１１７】
　＜４．１　第１のセンサコントローラ３１０の動作＞
　第１のセンサコントローラ３１０の動作は、第１のセンサコントローラ３１０本来の動
作である図４Ｂを参照して説明した動作と同じであるため、説明を省略する。
【０１１８】
　＜４．２　デュアルモードスタイラス１３０の動作＞
　時刻ｔ０までの間、デュアルモードスタイラス１３０は、図８Ｂに示したデュアルモー
ドディスカバリ状態Ｓ６００で動作している。デュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００
にあるデュアルモードスタイラス１３０は、探索信号受信期間Ｒｄの間、第１のセンサコ
ントローラ３１０からの探索信号ＤＳの受信処理を行う。この探索信号ＤＳの受信期間Ｒ
ｄは、１回のペンタッチ操作Ｕ２がされた後最小の時間間隔で探索信号ＤＳを検出できる
ように、探索信号ＤＳの送信インターバル（例えば１６ｍｓｅｃ）よりも長い連続時間（
例えば２０ｍｓｅｃ）で設定され、かつ、一定のインターバルＩＮＴをおいて設けられる
。デュアルモードスタイラス１３０は、このインターバルＩＮＴの間を利用して、間欠的
に第２のペン信号Ｐ２を送信する。
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【０１１９】
　時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１がなされると、デュアルモードスタイラス１３０はセン
シング範囲ＳＲ（図８Ａ参照）に入る。センシング範囲ＳＲに入った後、デュアルモード
スタイラス１３０は、時刻ｔ１で最初の探索信号ＤＳを受信する。
【０１２０】
　デュアルモードスタイラス１３０は、探索信号ＤＳの検出を契機として、自己の動作状
態をデュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００から第１のモード（図８Ｂに示した状態Ｓ
６１２）に遷移させる（図８Ｂに示したＩＮ００１２）。また、デュアルモードスタイラ
ス１３０は、探索信号ＤＳへの応答信号として探索応答信号ＡＣＫを返信する。
【０１２１】
　時刻ｔ２～ｔ３までの間、デュアルモードスタイラス１３０は、第１のモードの状態で
動作し続ける。すなわち、探索信号ＤＳを受信期間Ｒｄで繰り返し受信しつつ、探索信号
ＤＳを基準時刻とした時間スロットを用いて、第１のペン信号Ｐ１の送信を繰り返す。
【０１２２】
　時刻ｔ３でユーザによりペンアップ操作Ｕ４がなされ、センシング範囲ＳＲからデュア
ルモードスタイラス１３０が退出することで、受信期間Ｒｄにセンサコントローラ３１０
からの信号の受信がなされなくなると、デュアルモードスタイラス１３０は自己の動作状
態を、第１のモードから、再びデュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００に戻す（図８Ｂ
に示したＩＮ１２００）。
【０１２３】
　図８Ｄは、図４に示した欄Ｅ３２の組み合わせ（第２のセンサコントローラ３２０とデ
ュアルモードスタイラス１３０との組み合わせ）による通信システム１の動作例を示して
いる。同図において、図５Ｂ又は図６Ｂと同一の参照符号を付した部分は図５Ｂ又は図６
Ｂにおいて説明した部分と同様であるため、説明を省略する。同図上段は、デュアルモー
ドスタイラス１３０の動作状態、送信信号Ｔｘ、及び受信信号Ｒｘを上から順に示してい
る。同図下段は、第２のセンサコントローラ３２０の送信信号Ｔｘ、受信信号Ｒｘ、及び
動作状態を上から順に示している。
【０１２４】
＜５．１　第２のセンサコントローラ３２０の動作＞
　第２のセンサコントローラ３２０の動作は、第２のセンサコントローラ３２０本来の動
作である図６Ｂを参照して説明した動作と同じであるため、説明を省略する。
【０１２５】
＜５．２　デュアルモードスタイラス１３０の動作＞
　時刻ｔ０までの間、デュアルモードスタイラス１３０は、図８Ｂに示したデュアルモー
ドディスカバリ状態Ｓ６００で動作している。デュアルモードディスカバリ状態Ｓ６００
にあるデュアルモードスタイラス１３０は、探索信号受信期間Ｒｄの間、第１のセンサコ
ントローラ３１０からの探索信号ＤＳの受信処理を行う。また、デュアルモードスタイラ
ス１３０は、受信期間ＲｄのインターバルＩＮＴの間を利用して、間欠的に第２のペン信
号Ｐ２を送信する。
【０１２６】
　時刻ｔ０でペンダウン操作Ｕ１がなされると、デュアルモードスタイラス１３０はセン
シング範囲ＳＲ（図８Ａ参照）に入る。さらにペンタッチ操作Ｕ２がなされると、デュア
ルモードスタイラス１３０は、筆圧値の変化からこれを検出する。ペンタッチ操作Ｕ２を
検出したデュアルモードスタイラス１３０は、自己の動作状態を第２のモード（図８Ｂに
示した状態Ｓ６２０）に切り替え（図８Ｂに示したＩＮ００２０）、第２のペン信号Ｐ２
の繰り返し送信（図８Ｂに示したＩＮ２０２０）を開始する。その後、時刻ｔ３までの間
、デュアルモードスタイラス１３０は、第２のペン信号Ｐ２を送信し続ける。
【０１２７】
　時刻ｔ３でユーザによりペンアップ操作Ｕ４がなされると、デュアルモードスタイラス
１３０は、筆圧値の変化からこれを検出する。そして、ペンアップ操作Ｕ４を検出したデ
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ュアルモードスタイラス１３０は自己の動作状態を、第２のモードから、再びデュアルモ
ードディスカバリ状態Ｓ６００に戻す（図８Ｂに示したＩＮ２２００）。
【０１２８】
　このように、本実施の形態によるデュアルモードスタイラス１３０は、第１の通信方法
ＳＴＤ（双方向通信）に基づく探索信号ＤＳの受信処理と、第２の通信方法ＰＲＰ（一方
向送信）に基づく第２のペン信号の間欠的な送信処理とを、交互に繰り返すデュアルモー
ドディスカバリを実行する。また、ペンタッチ操作Ｕ２を検出した後には、第２のペン信
号Ｐ２の送信処理を連続して行う。
【０１２９】
　この構成により、デュアルモードスタイラス１３０は、スタイラス１００に対して探索
信号ＤＳを送出する第１のセンサコントローラ３１０と組み合わされた場合には、第１の
通信方法ＳＴＤに対応する第１のモードで動作する。また、探索信号ＤＳの送信を行わず
第２のペン信号Ｐ２の受信処理のみを行なう第２のセンサコントローラ３２０と組み合わ
されて利用される場合には、実際にデュアルモードスタイラス１３０が操作面上で有効に
利用されるタイミングであるユーザのペンタッチ操作Ｕ２を検出した後、連続して第２の
ペン信号Ｐ２を送信する通常の第２のモードで動作することが可能となる。
【０１３０】
　このように、本実施の形態によれば、双方向通信を利用する第１のセンサコントローラ
３１０と、一方向受信を利用する第２のセンサコントローラ３２０とのどちらと組み合わ
せて利用される場合にも有益なデュアルモードスタイラス１３０を実現することができる
。
【０１３１】
　以上説明したように、本発明の第１の実施の形態によれば、センサコントローラ３００
とスタイラス１００の組み合わせが図４に示した欄Ｅ１１，Ｅ１３，Ｅ２２，Ｅ２３，Ｅ
３１，Ｅ３２のいずれであっても、好適にこれらを使用し、ペン入力を行うことが可能に
なる。
【０１３２】
（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。本実施の形態も、スタイラス１０
０とセンサコントローラ３００の通信方法に関する。
【０１３３】
　スタイラス１００には、後述する図１１の表の各行に示す種別のスタイラスが存在する
。図１１の種別は、図３の表の各行に示したスタイラス１００の種別（第１のスタイラス
１１０、第２のスタイラス１２０、デュアルモードスタイラス１３０）について、第２の
通信方法を第２－１の通信方法と第２－２の通信方法に区別することにより詳細化したも
のである。すなわち、第１の通信方法のみに対応する第１の通信部１１１を含む第１のス
タイラス１１０、第２－１の通信方法のみに対応する第２の通信部１２１を含む第２のス
タイラス１２０、第２－２の通信方法のみに対応する第２の通信部１２２を含む第２のス
タイラス１２０、第１の通信部１１１に加えて拡張機能を実現するための第２の通信部１
２１を含むデュアルモードスタイラス１３０、並びに、第１の通信部１１１に加えて拡張
機能を実現するための第２の通信部１２２を含むデュアルモードスタイラス１３０の５種
類のスタイラス１００が存在する。
【０１３４】
　同様に、センサコントローラ３００には、図１１の表の各列に示す種別のセンサコント
ローラが存在する。図１１の種別は、図３の表の各列に示したセンサコントローラ３００
の種別（第１のセンサコントローラ１１０、第２のセンサコントローラ１２０、デュアル
モードコントローラ１３０）について、第２の通信方法を第２－１の通信方法と第２－２
の通信方法に区別することにより詳細化したものである。すなわち、第１の通信方法のみ
に対応する第１の通信部３１１を含む第１のセンサコントローラ３１０、第２－１の通信
方法のみに対応する第２の通信部３２１を含む第２のセンサコントローラ３２０、第２－
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２の通信方法のみに対応する第２の通信部３２２を含む第２のセンサコントローラ３２０
、第１の通信部３１１に加えて拡張機能を実現するための第２の通信部３２１を含むデュ
アルモードコントローラ３３０、並びに、第１の通信部３１１に加えて拡張機能を実現す
るための第２の通信部３２２を含むデュアルモードコントローラ３３０の５種類のセンサ
コントローラ３００が存在する。
【０１３５】
　スタイラス１００とセンサコントローラ３００とが構成する通信システム１には、これ
ら５つの種別のスタイラス１００のいずれかと、これら５つの種別のセンサコントローラ
３００のいずれかとにより、少なくとも２５通りの組み合わせが考えられる。本実施の形
態では、後述するディスカバリに基づいて、第１の通信方法又は第２の通信方法（第２－
１の通信方法若しくは第２－２の通信方法）のいずれかの通信方法が決定され実行される
。
【０１３６】
　図９Ａは、第１の通信方法を実行する通信システム１の例を示す概要図である。同図の
通信システム１は、第１のスタイラス１１０と第１のセンサコントローラ３１０とを含み
構成される。これら第１のスタイラス１１０と第１のセンサコントローラ３１０はそれぞ
れ、図５Ａに示した第１の実施の形態による第１のスタイラス１１０と第１のセンサコン
トローラ３１０に対応するものである。
【０１３７】
　第１のスタイラス１１０は、アクティブ式の静電スタイラスの一種であり、第１のセン
サコントローラ３１０との間で第１の通信方法に準拠した通信を実行できるが、第２の通
信方法に準拠した通信を実行することはできない。第１のスタイラス１１０は、第１の通
信部１１１及び電極１０１を含み構成される。
【０１３８】
　第１の通信部１１１は、第１のセンサコントローラ３１０との間で、第１の通信方法に
準拠した、スタイラスとセンサとの容量結合を利用した双方向通信を実行する。第１の通
信部１１１は図示しない発振回路を含み、電極１０１を介して、第１の通信方法に準拠し
た応答信号ＡＣＫ及び第１のペン信号Ｐ１を送信する。
【０１３９】
　本実施の形態の第１のスタイラス１１０は、第１のスタイラス１１０が実行可能な機能
であってユーザの操作状態によっては変化しない情報（例えば、サイドスイッチの有無、
後述する拡張機能の有無）を記述する機能情報ＦＤや、スタイラスの固有番号を示すＩＤ
などの情報を、応答信号ＡＣＫに含めて送信する。第１のペン信号Ｐ１は、第１のスタイ
ラス１１０の位置や筆圧等の操作状態等、スタイラスの操作状態によって変化するデータ
を送信するための信号である。
【０１４０】
　第１の通信部１１１は、センサコントローラ３００から送信された第１の制御信号Ｃ１
＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を受信する。第１の制御信号Ｃ１＿Ｕは、第１の実施の形態の探索
信号ＤＳに対応する信号である。本実施の形態の探索信号ＤＳは、探索パターンＤＰに制
御コマンドＣＭＤが連結される形で構成されている。制御コマンドＣＭＤは、スタイラス
１００に対し応答信号ＡＣＫに含めて機能情報ＦＤの送信を要求したり、スタイラス１０
０に対して機能に基づく操作状態情報（筆圧情報や後述する拡張情報）を送信するタイミ
ングを指定する制御信号となる。
【０１４１】
　電極１０１は、第１のスタイラス１１０が第１のペン信号Ｐ１を送信し、また、第１の
制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を受信するために用いられる電極である。
【０１４２】
　電子機器３は、電子機器制御部３５１、センサ２０１、及び、第１のセンサコントロー
ラ３１０含み構成される。電子機器制御部３５１は、電子機器３全体を動作させるための
制御部であり、Ｉ２ＣやＵＳＢ等のバスを介して第１のセンサコントローラ３１０が生成
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したペンデータの入力を受け付け、ペンデータに含まれる座標位置や筆圧値等の情報に基
づいてスタイラス１００の示す位置を画面表示するため等の情報処理を行う。
【０１４３】
　センサ２０１は、図３を参照して説明したように、例えば電子機器３の操作面にマトリ
クス状に形成された電極群である。第１のスタイラス１１０が送信した信号（応答信号Ａ
ＣＫや第１のペン信号Ｐ１など）の受信時には、受信信号に応じて電極群に誘導される電
荷を用い、電流或いは電圧の形式で、第１のセンサコントローラ３１０に対して受信信号
に対応した信号を供給する。また、第１のセンサコントローラ３１０から信号（探索信号
ＤＳ（第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ）など）を送信する時には、送信信号に対応した電荷をセ
ンサの電極群に誘導し、電位或いは電界の変化の形式で、第１のスタイラスの第１の通信
部１１１に信号を供給する。
【０１４４】
　第１のセンサコントローラ３１０は、センサコントローラ３００の一種であって、第１
のスタイラス１１０又はデュアルモードスタイラス１３０など、少なくとも第１の通信方
法に対応したスタイラス１００とのみ通信を行うことができる。第１のセンサコントロー
ラ３１０は、図９Ａに示すように、第１の通信部３１１及びディスカバリ部３４０を含み
構成される。
【０１４５】
　第１の通信部３１１は、第１の通信方法に対応する双方向通信処理を行う。具体的には
、第１のスタイラス１１０の第１の通信部１１１から第１のペン信号Ｐ１を受信し、受信
した電極の位置と受信信号のレベル等の値から第１のスタイラス１１０の指示位置を導出
する処理を行うとともに、センサ２０１の電極を介して第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信
号ＤＳ）を送出する処理を行う。第１の通信部３１１は、こうして第１のスタイラス１１
０の第１の通信部１１１との間で双方向通信を行う。
【０１４６】
　ディスカバリ部３４０は、第１の通信部３１１の通信機能を利用して第１のスタイラス
１１０等を探索するディスカバリと、ディスカバリの結果に基づいたモード決定処理とを
実行する。
【０１４７】
　図９Ｂは、第２の通信方法を実行する通信システム１の例を示す概要図である。同図の
通信システム１は、第２のスタイラス１２０と第２のセンサコントローラ３２０とを含み
構成される。図９Ｂで、図９Ａと同一の参照符号を付した部分は、図９Ａを参照して説明
した部分と同様である。第２のスタイラス１２０と第２のセンサコントローラ３２０はそ
れぞれ、図６Ａに示した第１の実施の形態による第２のスタイラス１２０と第２のセンサ
コントローラ３２０に対応するものである。
【０１４８】
　第２のスタイラス１２０は、アクティブ型の静電スタイラスの一種であって、第２のセ
ンサコントローラ３２０との間で第１の通信方法と異なる第２の通信方法での通信を実行
する。第２のスタイラス１２０は、第１の通信方法に準拠した通信を実行することはでき
ない。第２のスタイラス１２０は、第２の通信部１２１若しくは第２の通信部１２２のい
ずれか、及び電極１０１を含み構成される。図１１に示すように、第２のスタイラス１２
０には、第２の通信部１２１を含むものと第２の通信部１２２を含むものとが存在するが
、本実施の形態では、これらを総称して第２のスタイラス１２０と称する。
【０１４９】
　第２の通信部１２１は、第２の通信方法のうちの１つである第２－１の通信方法に準拠
した通信を実行する通信部であり、第２の通信部１２２は、第２の通信方法のうちの他の
通信方法である第２－２の通信方法に準拠した通信を実行する通信部である。なお、「第
２の通信方法」という用語は、第１の通信方法と異なる通信方法という意味であり、本実
施の形態では第２－１の通信方法及び第２－２の通信方法を総称するものとして使用する
。
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【０１５０】
　第２の通信部１２１は、第２のスタイラス１２０の位置を示すための第２のペン信号Ｐ
２を電極１０１から送信する機能を有する。第２のペン信号Ｐ２の破線矢印の向きは、こ
の送信が第２の通信部１２１から第２のセンサコントローラ３２０に向けた１方向の通信
であることを示している。なお、図９Ｂに示すように、第２の通信部１２１は、例えばＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や他の既存の無線通信技術を利用して、第２のセンサコン
トローラ３２０から第２の制御信号Ｃ２＿Ｕの受信を行うことができるとしてもよい。
【０１５１】
　図９Ｂの電子機器３は、電子機器制御部３５１、センサ２０１、第２のセンサコントロ
ーラ３２０、及びアンテナ２０２を含み構成される。
【０１５２】
　第２のセンサコントローラ３２０は、センサコントローラ３００のうち第２の通信方法
に基づいて第２のスタイラス１２０と信号の送受信を行うことができるセンサコントロー
ラである。第２のセンサコントローラ３２０は、第２の通信部３２１又は第２の通信部３
２２のいずれか一方と、ディスカバリ部３４０とを含み構成される。なお、図１１にも示
す通り、第２のセンサコントローラ３２０には第２の通信部３２１を含むものと第２の通
信部３２２を含むものとが存在するが、本実施の形態では、これらを総称して第２のセン
サコントローラ３２０と称する。
【０１５３】
　第２の通信部３２１は、前述した第２－１の通信方法に準拠した通信（信号受信）を行
う。具体的には、第２のペン信号Ｐ２を受信した電極の位置と受信信号のレベル等の値か
ら、第２のスタイラス１２０の指示位置を導出する。なお、第２－１の通信方法独自の拡
張機能として、第２のペン信号Ｐ２には、第２のスタイラス１２０の固有番号を示すスタ
イラスＩＤや筆圧値等の情報に加え、スタイラスの傾きを示すチルト情報や軸芯まわりの
回転量を示すツイスト情報拡張情報が重畳されている。第２の通信部３２１は、それらの
拡張情報を、指定されたタイミングで抽出し送信する機能も有している。なお、第２の通
信部３２１は、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）や既存の無線通信技術を利用し
、アンテナ２０２を介して、図９Ｂに破線矢印で示す方向に制御信号Ｃ２＿Ｕを送出する
ことができるとしてもよい。
【０１５４】
　第２の通信部３２２は、前述した第２－２の通信方法に準拠した通信（信号受信）を行
う。
【０１５５】
　ディスカバリ部３４０は、第２の通信部３２１又は第２の通信部３２２の機能を利用し
て第２のスタイラス１２０を検出するディスカバリと、ディスカバリの結果に基づいたモ
ード決定処理とを実行する。
【０１５６】
　図９Ｃは、第１の通信方法又は第２の通信方法のいずれかを選択的に実行する通信シス
テム１の概要図である。同図の通信システム１は、デュアルモードスタイラス１３０とデ
ュアルモードコントローラ３３０とを含み構成される。デュアルモードスタイラス１３０
は、図８Ａに示した第１の実施の形態によるデュアルモードスタイラス１３０に対応し、
デュアルモードコントローラ３３０は、図７Ａに示した第１の実施の形態によるデュアル
モードコントローラ３３０に対応する。
【０１５７】
　デュアルモードスタイラス１３０は、デュアルモードコントローラ３３０との間で、第
１の通信方法及び第２の通信方法の２つの通信方法で通信を実行することができるスタイ
ラスである。図１１に示すように、デュアルモードスタイラス１３０には、第２の通信部
１２１を含むものと第２の通信部１２２を含むものとが存在するが、本実施の形態では、
これらを総称してデュアルモードスタイラス１３０と称する。
【０１５８】
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　デュアルモードスタイラス１３０は、第１の通信部１１１、第２の通信部１２１（又は
第２の通信部１２２）、スイッチ１３３、モード制御部１４０、及び電極１０１を含み構
成される。なお、図９Ｃで、図９Ａ又は図９Ｂと同一の参照符号を付した部分は、これら
の図を参照して説明した部分と同様である。
【０１５９】
　モード制御部１４０は、第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）に含まれる動作モー
ド変更コマンドＭＣＣ（後述）に基づいて、スタイラス１３０の動作モードを切り替える
スタイラスモード切替信号ＳＭＣを発行する機能部である。第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探
索信号ＤＳ）は、デュアルモードコントローラ３３０が、双方向通信を行う第１の通信方
法に基づいて行われるディスカバリにおいて生成し送信するもので、スタイラスとセンサ
との間の容量結合を利用した第１の通信方法により第１の通信部１１１によって受信され
る。
【０１６０】
　スイッチ１３３は、モード制御部１４０から供給されるスタイラスモード切替信号ＳＭ
Ｃに従い、電極１０１の接続先を第１の通信部１１１と第２の通信部１２１（又は第２の
通信部１２２）との間で切り替えるスイッチである。
【０１６１】
　デュアルモードスタイラス１３０は、第１の通信部１１１を利用して、デュアルモード
コントローラ３３０との間で第１の通信方法による双方向通信を行う。この双方向通信に
よりデュアルモードスタイラス１３０が送信する信号には図９Ａを参照して説明した応答
信号ＡＣＫが含まれるが、この場合の応答信号ＡＣＫに含まれる機能情報ＦＤには、上で
も触れたように、第１の通信部１１１の機能に関する情報のみならず第２の通信部１２１
（又は第２の通信部１２２）の機能による拡張機能の情報が含まれる。
【０１６２】
　拡張機能は、第１のモードで対応する第１のスタイラスの機能（第１のモードの標準機
能）を拡張してなる拡張機能であって、具体的には、スタイラス１００が自身に関する各
種の情報（拡張情報）を取得し、取得した拡張情報を第１の通信方法または第２の通信方
法によりセンサコントローラ３００に対して送信する機能を含む。拡張情報の具体例とし
ては、上述したスタイラスＩＤの他、スタイラス１００に施された色を示す色情報、スタ
イラス１００の中心軸周りの回転量を示すツイスト情報、スタイラス１００の傾きを示す
チルト情報など挙げられる。拡張情報は、これらの拡張情報のうちのどの拡張機能をスタ
イラス１００がサポートしているか否か（各拡張機能を実行することが可能か否か）を示
すフラグを含むフラグ形式にて送信されることとしてもよい。
【０１６３】
　図９Ｃの電子機器３は、電子機器制御部３５１、センサ２０１、及びデュアルモードコ
ントローラ３３０を含み構成される。デュアルモードコントローラ３３０は、第１の通信
方法及び第２の通信方法の２つの通信方法を利用可能なセンサコントローラであり、第１
の通信部３１１と、第２の通信部３２１又は第２の通信部３２２のいずれか一方と、スイ
ッチ３３３と、ディスカバリ部３４０とを含み構成される。なお、図１１にも示す通り、
デュアルモードコントローラ３３０には、第２の通信部３２１を含むものと第２の通信部
３２２を含むものとが存在するが、本実施の形態では、これらを総称してデュアルモード
コントローラ３３０と称する。
【０１６４】
　デュアルモードコントローラ３３０の第１の通信部３１１が送信する探索信号ＤＳ（第
１の制御信号Ｃ１＿Ｕ）には、制御コマンドＣＭＤとして上述した応答要求信号などの他
に、制御コマンドＣＭＤとしてデュアルモードスタイラス１３０に対して拡張情報の送信
を指示する動作モード変更コマンドＭＣＣが含まれ得る。動作モード変更コマンドＭＣＣ
の使用方法については後述する。
【０１６５】
　ディスカバリ部３４０は、第１の通信部３１１、及び、第２の通信部３２１（又は第２
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の通信部３２２）の通信機能を利用し、第１のスタイラス１１０、第２のスタイラス１２
０、又は、デュアルモードスタイラス１３０を探索するディスカバリと、ディスカバリの
結果に基づいたモード決定処理とを実行する。また、ディスカバリ部３４０は、モード決
定処理の結果に応じて、例えばスイッチ３３３を切り替えるためのセンサコントローラ切
替信号ＴＣＭＣを生成する。
【０１６６】
　スイッチ３３３は、センサコントローラ切替信号ＴＣＭＣに従い、センサ２０１の接続
先を第１の通信部３１１と第２の通信部３２１（又は第２の通信部３２２）との間で切り
替えるスイッチである。
【０１６７】
　ここで、図９Ｃにおいてスイッチ１３３とスイッチ３３３とを一点鎖線で結び「同期」
と記したのは、スイッチ１３３とスイッチ３３３とが同期して切り替えられることを意味
している。すなわち、デュアルモードスタイラス１３０内部の状態と、デュアルモードコ
ントローラ３３０の内部の状態とは、後述するディスカバリの結果に基づいたモード決定
処理により、同期して切り替えられる。例えば、モード決定処理によって第２の通信方法
（第１の通信方法を拡張した拡張機能を含む）を用いると決定された場合には、スイッチ
１３３が第２の通信部１２１（又は第２の通信部１２２）側に、スイッチ３３３が第２の
通信部３２１（又は第２の通信部３２２）側に、同期するタイミングで切り替えられる。
これにより、デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０とは
、協調して同じタイミングで第２の通信方法の利用を開始できることになる。第１の通信
方法の利用を開始する場合についても同様である。
【０１６８】
　図１０は、ディスカバリとモード決定処理を説明するためのデュアルモードコントロー
ラ３３０の状態遷移図である。図１０は、第１の実施の形態の図７Ｂの状態遷移図に対応
する。
【０１６９】
　デュアルモードコントローラ３３０は、初期状態Ｓ２００からまずディスカバリフェイ
ズに入る。ディスカバリフェイズはスタイラス１００を発見するためのフェイズであり、
そのフェーズ中では、デュアルモードコントローラ３３０は、デュアルモードディスカバ
リ状態ＳＤ＿ＤＵＡＬで動作し、第１の通信方法に対応したスタイラス１００を探す第１
のディスカバリ（状態Ｓ２０１）と、第２の通信方法に対応したスタイラス１００を探す
第２のディスカバリ（状態Ｓ２０２）とを交互に繰り返し実行する。以下、詳しく説明す
る。
【０１７０】
＜１．ディスカバリフェイズ＞
　まず、状態Ｓ２０１で、デュアルモードコントローラ３３０は、第１の通信方法に対応
したスタイラス１００を探索する第１のディスカバリを実行する。ここでいう「第１の通
信方法に対応したスタイラス１００」には、第１の通信方法のみに対応した第１のスタイ
ラス１１０、並びに、第１の通信方法及び第２の通信方法に対応したデュアルモードスタ
イラス１３０の２つの種類が含まれる。
【０１７１】
　第１のディスカバリの探索は、双方向通信を実行する第１の通信方法を利用する第１の
通信部３１１を用いて行われる。ディスカバリ部３４０は、デュアルモードコントローラ
３３０がスタイラス１００に向けて送出する第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）に
呼応して、又は自律的に、スタイラス１００が送信した応答信号ＡＣＫ又は第１のペン信
号Ｐ１を検出することで、第１のスタイラス１１０又はデュアルモードスタイラス１３０
の存在を検出する。
【０１７２】
　デュアルモードコントローラ３３０はまた、スタイラス１００としてデュアルモードス
タイラス１３０を検出した場合には、そのデュアルモードスタイラス１３０が送信した応
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答信号ＡＣＫに含まれる機能情報ＦＤから、そのデュアルモードスタイラス１３０がサポ
ートしている第２の通信方法の種別（第２－１の通信方法又は第２－２の通信方法）及び
その拡張機能を取得する。なお、デュアルモードコントローラ３３０は、受信した応答信
号ＡＣＫに含まれていた機能情報ＦＤの中に第２の通信方法の種別及びその拡張機能が記
述されていた場合に、その機能情報ＦＤを送信したスタイラス１００について、第１のス
タイラス１１０ではなくデュアルモードスタイラス１３０であると判定し、以降の処理に
おいてデュアルモードスタイラス１３０として取り扱うこととしてもよい。
【０１７３】
　状態Ｓ２０１においてスタイラス１００が検出されない場合、デュアルモードコントロ
ーラ３３０の状態は状態Ｓ２０２に遷移する（ＩＮ１２）。
【０１７４】
　状態Ｓ２０２では、デュアルモードコントローラ３３０は、第２の通信方法に準拠した
第２のスタイラス１２０、すなわち、第２の通信部３２１又は第２の通信部３２２に適合
するスタイラス１００を探索するために第２のディスカバリを実行する。なお、第２のデ
ィスカバリにおけるスタイラス１００の探索は、例えば、第２の通信部３２１（又は第２
の通信部３２２）が第２のペン信号Ｐ２を受信するか否かに基づいて行うことが好適であ
る。
【０１７５】
　状態Ｓ２０２において第２のスタイラス１２０が検出されない場合、デュアルモードコ
ントローラ３３０の状態は状態Ｓ２０１に戻り（ＩＮ２１）、再び第１のディスカバリが
実行される。
【０１７６】
　このように、ディスカバリフェイズでは、継続的に、それぞれ第１の通信方法に対応す
る第１のスタイラス１１０及びデュアルモードスタイラス１３０を探索する第１のディス
カバリと、第２のスタイラス１２０を探索する第２のディスカバリとが交互に繰り返し実
行される。第１のスタイラス１１０、第２のスタイラス１２０、又はデュアルモードスタ
イラス１３０のいずれも検出されない限り、ディスカバリフェイズが続行される。
【０１７７】
＜２．第２のスタイラス１２０が検出された場合＞
　状態Ｓ２０２において第２の通信部３２１又は第２の通信部３２２の通信方法に適合す
る第２のスタイラス１２０が検出された場合（ＩＮ２２０）、センサコントローラ３００
の状態は状態Ｓ２２０に遷移する。
【０１７８】
　状態Ｓ２２０は、デュアルモードコントローラ３３０及びスタイラス１００のそれぞれ
が、第２の通信方法で通信を行うための第２のモードで動作する状態である。デュアルモ
ードコントローラ３３０は、一旦第２のモードで動作を開始すると、その後一定の期間は
、第２の通信方法に準拠した第２のモードでの動作や第２の通信方法に特化した探索処理
である第２のスタイラス専用ディスカバリを継続する。
【０１７９】
　第２のモードで動作を行っているデュアルモードコントローラ３３０（状態Ｓ２２０）
が第２のスタイラス１２０を検出しなくなった場合、デュアルモードコントローラ３３０
の状態は、第２のスタイラス１２０のみを所定の期間（例えば１０秒、例えばＮ回等）継
続して探索する状態Ｓ２２１に遷移する（ＩＮ２０２１）。
【０１８０】
　状態Ｓ２２１は、センサコントローラ３００が第２のスタイラス専用ディスカバリを実
行する状態である。第２のスタイラス専用ディスカバリは、第２の通信方法に特化した探
索処理であり、第１の通信方法に対応したスタイラス１００（デュアルモードスタイラス
１３０を含む）は検出対象外となる。一般的なスタイラス１００の利用形態として、ユー
ザはペンダウン操作Ｕ１からペンアップ操作Ｕ４までを１つのストロークとして、ストロ
ークが終わるたびに次のストロークが開始されるまでの期間、一旦スタイラス１００をセ
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ンサ２０１から離間させる。状態Ｓ２２１はこのような場合を想定して設けられているも
ので、一旦第２のスタイラス１２０が検出された後に再度検出されるスタイラス１００は
第２のスタイラス１２０である可能性が高いという仮定の下、第２のスタイラス１２０に
特化した探索を行う。
【０１８１】
　このように、本実施の形態では、第２のスタイラス専用ディスカバリにおいて、第１の
通信方法による探索時間を設けずに、第２のスタイラス１２０の検出に特化した第２のス
タイラス専用ディスカバリを繰り返し行う（ＩＮ２１２１）。その結果、例えばＮ回の探
索によっても第２のスタイラス１２０が検出されない場合には、センサコントローラ２０
０は第２のモードでの動作状態を解除し、ディスカバリフェイズ内の状態Ｓ２０１に戻る
（ＩＮ２１１）。これにより、第２のスタイラス１２０が短時間の離隔を挟みながら継続
して利用される場合において、第２のスタイラス１２０の検出の速度（応答速度）を多く
の場合で向上することが可能になる。
【０１８２】
　状態Ｓ２２１において再び第２のスタイラス１２０を検出した場合には、デュアルモー
ドコントローラ３３０は状態Ｓ２２０に復帰し（ＩＮ２１２０）、第２のモードでの動作
を維持継続する。
【０１８３】
＜３．第１の通信方法に対応したスタイラス１００が検出された場合＞
　ディスカバリフェイズ内の状態Ｓ２０１において第１のディスカバリを実施した結果、
第１のスタイラス１１０或いはデュアルモードスタイラス１３０が検出された場合、デュ
アルモードコントローラ３３０の状態は状態Ｓ２０３に遷移する（ＩＮ１３）。
【０１８４】
　状態Ｓ２０３では、デュアルモードコントローラ３３０が、第１のディスカバリにより
検出されたスタイラス１００の種別とデュアルモードコントローラ３３０の種別とに基づ
いて、動作モードを決定するモード決定ステップを実行する。
【０１８５】
＜３Ａ．第１のスタイラス１１０が検出された場合＞
　第１のディスカバリで第１のスタイラス１１０が検出された場合、状態Ｓ２０３におい
てデュアルモードコントローラ３３０は、動作モードを第１のモードと決定し、自己の状
態を状態Ｓ２１０に遷移させる（ＩＮ３１０）。
【０１８６】
　状態Ｓ２１０でデュアルモードコントローラ３３０は、第１の通信方法に基づいた第１
のモードで動作を行う。第１のモードでは、デュアルモードコントローラ３３０は第１の
スタイラス１１０とのペアリング等、第１の通信方法に特化した動作（追加スタイラスサ
ーチ、スタイラスのサーチ等の機能）を維持しようとする。
【０１８７】
　具体的には、デュアルモードコントローラ３３０が複数本の第１のスタイラス１１０の
同時使用に対応する場合、デュアルモードコントローラ３３０は、自己の状態を状態Ｓ２
１１に遷移させる（ＩＮ１０１１）。
【０１８８】
　状態Ｓ２１１においてデュアルモードコントローラ３３０は、追加の第１のスタイラス
１１０を探索するために第１のスタイラス専用ディスカバリを実行する。この処理は、検
出済の第１のスタイラス１１０に加えて更に追加の第１のスタイラス１１０を探索する処
理である。状態Ｓ２１１において追加の第１のスタイラス１１０が検出された場合、デュ
アルモードコントローラ３３０の状態は、追加の複数本の第１のスタイラス１１０を検出
可能な状態２１０に復帰する（ＩＮ１１１０）。
【０１８９】
　状態Ｓ２１０においてデュアルモードコントローラ３３０が１本の第１のスタイラス１
１０をも検出しなくなった場合、デュアルモードコントローラ３３０は、第１のスタイラ
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ス１１０の検出を所定の期間（例えば１０秒、例えばＮ回等）継続して実行する処理を行
う状態Ｓ２１３に遷移する（ＩＮ１０１３）。
【０１９０】
　状態Ｓ２１３では、現在第１のモードで動作しているデュアルモードコントローラ３３
０が、その第１のモードでの動作を維持し続けるか否かを決定するために、第１のスタイ
ラス専用ディスカバリを実行する。デュアルモードコントローラ３３０は、第１のスタイ
ラス１１０が発見されない限り最大Ｎ－１回（Ｎは２以上）まで第１のスタイラス専用デ
ィスカバリを繰り返し実行し（ＩＮ１３１３）、そのいずれかの探索にて第１のスタイラ
ス１１０が検出された場合、状態Ｓ２１０に示す第１のモードに復帰する（ＩＮ１３１０
）。
【０１９１】
　一方、Ｎ－１回の第１のスタイラス専用ディスカバリによっても第１のスタイラス１１
０を検出できない場合には、デュアルモードコントローラ３３０は、第１のモードでの動
作を解除し、ディスカバリフェイズ内の状態Ｓ２０１に戻る（ＩＮ１３１）。その後のデ
ュアルモードコントローラ３３０は、ディスカバリフェイズにおける第１のディスカバリ
と第２のディスカバリの交互の探索処理を再び開始する。
【０１９２】
＜３Ｂ．デュアルモードスタイラス１３０が検出された場合＞
　一方、第１のディスカバリでデュアルモードスタイラス１３０が検出された場合、デュ
アルモードコントローラ３３０は、検出されたデュアルモードスタイラス１３０によって
送信された応答信号ＡＣＫに含まれていた機能情報ＦＤを参照し、自己がサポートする第
２の通信方法（あるいは拡張機能）と、検出されたデュアルモードスタイラス１３０がサ
ポートする第２の通信方法（拡張機能）とが適合するか否かを判定する。
【０１９３】
（ａ）適合しない場合
　例えば、ディスカバリで検出されたスタイラス１００が第２－１の通信方法に対応する
デュアルモードスタイラス１３０であり、デュアルモードコントローラ３３０が第２－１
の通信方法に対応する第２の通信部３２１を備えていない場合、デュアルモードコントロ
ーラ３３０は自己の動作モードを第１のモードと決定し、デュアルモードコントローラ３
３０の状態は第１の通信方法に適合する第１のモードを実行する状態Ｓ２１０に遷移する
（ＩＮ３１０）。これ以降、検出されたデュアルモードスタイラス１３０との間で第１の
通信方法による通信が行われることになる。
【０１９４】
（ｂ）適合する場合
　例えば、ディスカバリで検出されたスタイラス１００が第２－１の通信方法に対応する
デュアルモードスタイラス１３０であり、デュアルモードコントローラ３３０が第２－１
の通信方法（拡張機能）に対応する第２の通信部３２１を備えている場合、デュアルモー
ドコントローラ３３０は、（ｉ）デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコン
トローラ３３０とが共に第１のモードで動作し続けるか、或いは、（ｉｉ）デュアルモー
ドスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０とが協調して第２のモードへ切
り替えるかを決定する選択処理を行う。
【０１９５】
　この選択処理において、デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントロー
ラ３３０との間の通信方法を第１の通信方法とするか第２の通信方法とするかは任意に決
定することができるが、いずれの場合であってもデュアルモードスタイラス１３０の動作
モードとデュアルモードコントローラ３３０の動作モードとが一致している必要がある。
従って、デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０との間で
動作モードを一致させるために、以下の処理を行う。
【０１９６】
（ｉ）第１のモードを使用する場合：
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【０１９７】
　デュアルモードコントローラ３３０は、状態Ｓ２０１で第１のディスカバリを実施した
ところであるため、現在第１のモードで動作している。したがって、この場合のデュアル
モードコントローラ３３０は、動作モードを第１のモードのまま維持する。また、デュア
ルモードコントローラ３３０は、デュアルモードスタイラス１３０に対して動作モード変
更コマンドＭＣＣを発行しない。ここで、デュアルモードスタイラス１３０は、動作モー
ド変更コマンドＭＣＣを受信しない限り、第１のモードで動作するよう構成されている。
したがって、デュアルモードコントローラ３３０とデュアルモードスタイラス１３０は、
共に、第１の通信方法を実行する第１のモードで動作を維持し続ける。
【０１９８】
　ここで、デュアルモードコントローラ３３０は、デュアルモードスタイラス１３０が検
出された場合には固定的に第１のモードを使用することとしてもよい。図１２Ａは、この
場合におけるデュアルモードコントローラ３３０の状態遷移図を示している。図１２Ａで
は、図１０に示した状態Ｓ２０３のモード変更における選択処理が省略されている。
【０１９９】
（ｉｉ）第２のモードを使用する場合：
　デュアルモードコントローラ３３０は、自己の動作モードを第２のモードへ切り替える
ことを決定すると、自己の状態を、第２の通信方法（あるいは拡張機能の受信）に適合す
る第２のモードを実行する状態Ｓ２２０に遷移させる（ＩＮ３２０）。
【０２００】
　この時点でデュアルモードスタイラス１３０側は、第１の通信方法を実行する第１のモ
ードで動作している。したがって、デュアルモードスタイラス１３０も協調してその通信
方法を第１の通信方法から第２の通信方法に切り替える処理を行う必要がある（図９Ｃに
示す「同期」）。そこでデュアルモードコントローラ３３０は、動作モード変更コマンド
ＭＣＣを含む第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を発行し、デュアルモードスタイ
ラス１３０に対して第２のモード（あるいは拡張機能を利用するモード）に切り替えるよ
う指示する。デュアルモードスタイラス１３０は、この動作モード変更コマンドＭＣＣに
基づき、図９Ｃに示した自己の動作モードを第２の通信部１２１（又は第２の通信部１２
２）を利用した動作モードに変更する。このとき同時に、デュアルモードコントローラ３
３０側でも、スイッチ３３３が第２の通信部３２１（又は第２の通信部３２２）側に切り
替えられる。これにより、デュアルモードコントローラ３３０とデュアルモードスタイラ
ス１３０はともに第２のモードとなり、これ以降、第２の通信方法に準拠した通信が行わ
れる。
【０２０１】
　このように、（ｉ）（ｉｉ）どちらの場合であっても、デュアルモードコントローラ３
３０とデュアルモードスタイラス１３０とは、協調して同じ動作モードで動作することが
できる。
【０２０２】
　なお、第１のモードから第２のモードへの変更を行った後であっても、デュアルモード
スタイラス１３０は、所定のタイミングで間欠的に、第１の通信部１１１による通信を行
う第１のモードに復帰するとしてもよい。基本的には、センサコントローラ３００からデ
ュアルモードスタイラス１３０に対し、第２のモードから第１のモードへの切り替えを指
示することはないので、一旦第２のモードに入ったデュアルモードスタイラス１３０は、
第１のモードに復帰するきっかけを得ることができない。したがって、第２のモードに入
った後、第１のモードでのみ動作する第１のセンサコントローラ３１０との通信が必要と
なった場合であっても、第１のモードに復帰できず、第１のセンサコントローラ３１０と
の通信を開始することができない。上記のように、所定のタイミングで間欠的に第１のモ
ードに復帰するようにデュアルモードスタイラス１３０を構成することで、デュアルモー
ドスタイラス１３０に第１のモードに復帰するきっかけを与えることが可能になる。した
がって、上記のような場合に第１のセンサコントローラ３１０との通信を開始することが
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可能になる。
【０２０３】
　また、デュアルモードスタイラス１３０が一旦第２のモードに遷移した後、第１のモー
ドに復帰することができなくなり、第１のモードでの双方向通信できなくなってしまうこ
とを防ぐための他の方法として、第１の通信部１１１，３１１の通信自体は第１の通信モ
ードとして継続したまま、拡張機能を利用する拡張モードを利用するとしてもよい。
【０２０４】
　図１２Ｂは、拡張モードを利用する例によるデュアルモードコントローラ３３０の状態
遷移図である。図１０の状態遷移図と異なる点は、図１０の状態Ｓ２０３が図１２Ｂでは
状態Ｓ２０３Ｂになっている点である。状態Ｓ２０３Ｂでは、状態Ｓ２０３の２つの遷移
先（状態Ｓ２１０，Ｓ２２０）に加えて、双方向通信を利用する第１の通信方法の通信機
能を使用したまま第２の通信方法の拡張機能で提供される拡張情報を利用する拡張モード
（状態Ｓ２３０）が遷移先として追加されている。デュアルモードコントローラ３３０は
、第１のディスカバリで受信される機能情報ＦＤにより示される拡張機能（スタイラス１
００が有している拡張機能）が自己の有している拡張機能と適合するか否かを判定し、適
合するとの判定結果を得た場合に、第１の通信方法による通信を利用したまま、自己の動
作状態を状態Ｓ２０３Ｂから状態Ｓ２３０へと遷移させることができる（ＩＮ３３０）。
適合しないとの判定結果を得た場合のデュアルモードコントローラ３３０は、通常の第１
のモードに対応する状態Ｓ２１０に遷移すればよい（ＩＮ３１０）。なお、適合するとの
判定結果を得た場合であっても、通常の第１のモードに対応する状態Ｓ２１０に遷移する
こととしてもよいのは勿論である。
【０２０５】
　この拡張モードを利用することにより、デュアルモードコントローラ３３０は、状態Ｓ
２３０に遷移した後であっても第１の通信方法に基づいた双方向通信を利用しつづけるこ
とができるので、第１のディスカバリで行われる機能情報ＦＤの提供や、デュアルモード
コントローラ３３０からデュアルモードスタイラス１３０に対して第１のモードへの復帰
を指示すること（デュアルモードコントローラ３３０からデュアルモードスタイラス１３
０に対して、第１のモードへの復帰を指示するためのコマンドを送信すること）などが実
行可能となる。なお、この場合においても、デュアルモードコントローラ３３０からデュ
アルモードスタイラスに動作モード変更コマンドＭＣＣが発行され、デュアルモードスタ
イラス１３０は、この動作モード変更コマンドＭＣＣに応じて、自身のモードを拡張モー
ドに変更する。
【０２０６】
　この場合の動作モード変更コマンドＭＣＣは、デュアルモードスタイラス１３０に対し
て拡張情報を送信するように指示するコマンドとなる。なお、動作モード変更コマンドＭ
ＣＣには、デュアルモードスタイラス１３０が第１のモードで送信する筆圧等を含む第１
のペン信号Ｐ１の送信タイミングに加え、デュアルモードスタイラス１３０が拡張情報（
デュアルモードスタイラス１３０の傾きを示すチルト情報、又は、デュアルモードスタイ
ラス１３０の回転量を示すツイスト情報等）を送信すべきタイミングを含む。
【０２０７】
　そして、デュアルモードコントローラ３３０は、第１の通信方法を用いつつも、当該タ
イミングで送信された拡張情報を受信する。なお、デュアルモードスタイラス１３０が拡
張機能を備える場合に、デュアルモードコントローラ３３０は、動作モード変更コマンド
ＭＣＣとしてチルト情報等の拡張情報を送信するタイミングを指定するコマンドも発行す
る。デュアルモードスタイラス１３０は、指定されたタイミングで拡張情報を送信し、ま
た、デュアルモードコントローラ３３０は、指定したタイミングで拡張情報を受信する。
【０２０８】
　このようにすることで、デュアルスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３
０は、チルト情報等の拡張情報を第１の通信方法を利用しつつ送受信することが可能にな
る。　
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【０２０９】
　このように、デュアルモードコントローラ３３０のディスカバリ部３４０は、第１の通
信部３１１や第２の通信部３２１等の通信機能を利用して、第１のスタイラス１１０、第
２のスタイラス１２０、又はデュアルモードスタイラス１３０を探索するディスカバリを
実行するとともに、検出されたスタイラス１００の種別とデュアルモードコントローラ３
３０が備える第１の通信部３１１、第２の通信部３２１、第２の通信部３２２の種別とに
基づき、デュアルモードコントローラ３３０とスタイラス１００それぞれの動作モードを
決定するモード決定処理を実行することができる。
【０２１０】
　特に、第１の通信部３１１を利用してデュアルモードスタイラス１３０から受信される
機能情報ＦＤには、第１の通信部１１１の機能に関する情報のみならず第１の通信部１３
１の機能を拡張した、あるいは、第２の通信部１２１（又は第２の通信部１２２）の機能
による拡張機能（サポートしているセンサの種別情報等）に関する情報が含まれる。した
がって、スタイラス１００がデュアルモードスタイラス１３０であるときには、第２の通
信方法が機能情報ＦＤのような情報を供給しない通信方法であったとしても、デュアルモ
ードコントローラ３３０は、第１の通信方法によって実行される第１のディスカバリを実
行している間に、デュアルモードスタイラス１３０が備える第２の通信部の情報（第２の
通信方法を利用した拡張機能の情報）を得ることができ、その結果に基づいて、デュアル
モードスタイラス１３０との間の通信に用いる通信方法を第１の通信方法とするか第２の
通信方法とするかを選択することが可能になる。
【０２１１】
　また、デュアルモードコントローラ３３０とデュアルモードスタイラス１３０との間で
第２の通信方法を利用することを選択した場合、デュアルモードコントローラ３３０は、
内部の動作状態を第２の通信部を利用するように切り替えつつ、デュアルモードスタイラ
ス１３０に対して第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）に動作モード変更コマンドＭ
ＣＣを含めて発行している。したがって、デュアルモードスタイラス１３０は、受信した
第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）内の動作モード変更コマンドＭＣＣに基づいて
自身の内部の切替え処理を行うことにより、デュアルモードコントローラ３３０の動作モ
ード変更と同期して動作モードを第１のモードから第２のモード（あるいは拡張モード）
への切り替え処理を行うことが可能になる（図９Ｃの一点鎖線「同期」参照）。
【０２１２】
　なお、上記の選択処理において、デュアルモードコントローラ３３０は、第１の通信方
法を利用するか拡張機能を利用可能な第２の通信方法を利用するかの選択をユーザにさせ
るためのユーザインタフェースの起動を要求するモード選択要求信号を電子機器制御部３
５１に対して送出するとしてもよい。こうすることで、ユーザによる通信方法の選択が可
能になる。
【０２１３】
　図１１は、スタイラス１００及びセンサコントローラ３００それぞれの種別と、これら
の間の通信方法との対応関係を示す表である。同図において、５つの列は、ディスカバリ
を実行するセンサコントローラ３００の種別を示している。また、５つの行はスタイラス
１００の種別を示している。以下、同図を参照しながら、ここまでで説明したディスカバ
リ及びモード決定処理を、再度第２の実施の形態の観点からまとめて説明する。
【０２１４】
＜列１：センサコントローラ３００が第１のセンサコントローラ３１０である場合＞
　欄Ｅ１１～欄Ｅ５１は、センサコントローラ３００が第１のセンサコントローラ３１０
である場合の通信方法を示している。図９Ａから理解されるように、第１のセンサコント
ローラ３１０は、第１の通信方法に準拠した第１の通信部３１１を備える一方、第２の通
信方法に準拠した第２の通信部３２１，３２２を備えていない。したがって、第１のセン
サコントローラ３１０は、第１のスタイラス１１０とは第１の通信方法を使用して通信す
ることができる（欄Ｅ１１）一方、第２のスタイラス１２０とは通信することができない
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（欄Ｅ２１，Ｅ３１）。また、デュアルモードスタイラス１３０との通信には、デュアル
モードスタイラス１３０が第２の通信部１２１及び第２の通信部１２２のいずれかを備え
ているかによらず、第１の通信方法を用いることになる（欄Ｅ４１，Ｅ５１）。
【０２１５】
＜列２：センサコントローラ３００が第２の通信部３２１を有する第２のセンサコントロ
ーラ３２０である場合＞
　欄Ｅ１２～欄Ｅ５２は、センサコントローラ３００が第２のセンサコントローラ３２０
であって、第２－１の通信方法を実行する第２の通信部３２１を有している場合の通信方
法を示している。図９Ｂから理解されるように、第２のセンサコントローラ３２０は、第
１の通信方法に準拠した第１の通信部３１１を備えていない。したがって、第２のセンサ
コントローラ３２０は、第１のスタイラス１１０とは通信することができない（欄Ｅ１２
）。また、ここで説明する第２のセンサコントローラ３２０は第２の通信部３２２を備え
ていないので、第２の通信部１２２のみを有する第２のスタイラス１２０、及び、第１の
通信部１１１及び第２の通信部１２２のみを有するデュアルモードスタイラス１３０とも
通信することができない（欄Ｅ３２，Ｅ５２）。一方、第２の通信部１２１を有する第２
のスタイラス１２０、及び、第１の通信部１１１及び第２の通信部１２１を有するデュア
ルモードスタイラス１３０とは、第２－１の通信方法を使用して通信することができる（
欄Ｅ２２，Ｅ４２）。
【０２１６】
＜列３：センサコントローラ３００が第２の通信部３２２を有する第２のセンサコントロ
ーラ３２０である場合＞
　欄Ｅ１３～欄Ｅ５３は、センサコントローラ３００が第２のセンサコントローラ３２０
であって、第２－２の通信方法を実行する第２の通信部３２２を有している場合の通信方
法を示している。この場合も、第２のセンサコントローラ３２０が第１の通信方法に準拠
した第１の通信部３１１を備えない点では、列２の場合と同様である。したがって、第２
のセンサコントローラ３２０は、第１のスタイラス１１０とは通信することができない（
欄Ｅ１３）。また、ここで説明する第２のセンサコントローラ３２０は第２の通信部３２
１を備えていないので、第２の通信部１２１のみを有する第２のスタイラス１２０、及び
、第１の通信部１１１及び第２の通信部１２１のみを有するデュアルモードスタイラス１
３０とも通信することができない（欄Ｅ２３，Ｅ４３）。一方、第２の通信部１２２を有
する第２のスタイラス１２０、及び、第１の通信部１１１及び第２の通信部１２２を有す
るデュアルモードスタイラス１３０とは、第２－２の通信方法を使用して通信することが
できる（欄Ｅ３３，Ｅ５３）。
【０２１７】
　ここで、欄Ｅ４２，Ｅ５３に相当するケースでは、第２のセンサコントローラ３２０が
動作モード変更コマンドＭＣＣの発行機能を有しないことから、デュアルモードスタイラ
ス１３０を第２のモードに遷移させるために工夫が必要となる。この点については、後に
図１４を参照しながら詳しく説明することにする。
【０２１８】
＜列４：センサコントローラ３００が第２の通信部３２１を有するデュアルモードコント
ローラ３３０である場合＞
　欄Ｅ１４～欄Ｅ５４は、センサコントローラ３００がデュアルモードコントローラ３３
０であって、第２－１の通信方法を実行する第２の通信部３２１を有している場合の通信
方法を示している。この場合の通信方法は、図９Ｃに示したディスカバリ部３４０が実行
するモード決定処理によって決定される。
【０２１９】
（Ｅ１４）第１のスタイラス１１０が利用されているとき
　図１０に示した状態Ｓ２０１での第１のディスカバリにより第１のスタイラス１１０が
検出され、状態Ｓ２０３において動作モードが第１のモードと決定される（ＩＮ３１０）
。したがって、第１のスタイラス１１０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は
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、第１の通信方法を用いて実行される。
【０２２０】
（Ｅ２４）第２の通信部１２１を有する第２のスタイラス１２０が利用されているとき
　デュアルモードコントローラ３３０に設けられる第２の通信部３２１に適合する第２の
通信部１２１を第２のスタイラス１２０が有していることから、図１０に示した状態Ｓ２
０２での第２のディスカバリにより、第２のスタイラス１２０が検出される。したがって
、センサコントローラ３００の動作モードは第２のモードとなり（ＩＮ２２０）、第２の
スタイラス１２０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第２の通信部３２１
に対応する第２－１の通信方法を用いて実行される。
【０２２１】
（Ｅ３４）第２の通信部１２２を有する第２のスタイラス１２０が利用されているとき
　デュアルモードコントローラ３３０に設けられる第２の通信部３２１に適合する第２の
通信部１２１を第２のスタイラス１２０が有していないことから、図１０に示した状態Ｓ
２０２での第２のディスカバリによっても、第２のスタイラス１２０は検出されない。し
たがって、状態Ｓ２０１と状態Ｓ２０２が交互に繰り返されるのみで、第２のスタイラス
１２０とデュアルモードコントローラ３３０との間での通信は行われない。
【０２２２】
（Ｅ４４）第２の通信部１２１を有するデュアルモードスタイラス１３０が利用されてい
るとき
　デュアルモードコントローラ３３０は、図１０に示した状態Ｓ２０１で実行する第１の
ディスカバリにおいて、デュアルモードスタイラス１３０を検出する。そして、遷移した
状態Ｓ２０３において、自己がサポートする第２の通信方法と、検出されたデュアルモー
ドスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法とが適合するか否かを判定する。この
場合は、ともに第２－１の通信方法をサポートしていることから適合するとの判定結果が
得られるので、さらに上述した選択処理を実行する。これにより、第１及び第２のモード
のうちの一方が選択される。
【０２２３】
　選択の結果が第２のモードである場合、デュアルモードコントローラ３３０は状態Ｓ２
２０に遷移し（ＩＮ３２０）、第２のモードでの動作を開始する。また、デュアルモード
スタイラス１３０に対して動作モード変更コマンドＭＣＣを発行し、これを受けたデュア
ルモードスタイラス１３０も第２のモードでの動作を開始する。したがってこの場合、デ
ュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第２の
通信部３２１に対応する第２－１の通信方法を用いて実行される。
【０２２４】
　一方、選択の結果が第１のモードである場合、デュアルモードコントローラ３３０は状
態Ｓ２１０に遷移し（ＩＮ３１０）、第１のモードでの動作を開始する。デュアルモード
スタイラス１３０はもともと第１のモードで動作しているので、この場合には動作モード
変更コマンドＭＣＣの発行は不要である。したがってこの場合、デュアルモードスタイラ
ス１３０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第１の通信方法を用いて実行
される。
【０２２５】
（Ｅ５４）第２の通信部１２２を有するデュアルモードスタイラス１３０が利用されてい
るとき
　デュアルモードコントローラ３３０は、図１０に示した状態Ｓ２０１で実行する第１の
ディスカバリにおいて、デュアルモードスタイラス１３０を検出する。そして、遷移した
状態Ｓ２０３において、自己がサポートする第２の通信方法と、検出されたデュアルモー
ドスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法とが適合するか否かを判定する。この
場合は、デュアルモードコントローラ３３０がサポートする第２の通信方法が第２－１の
通信方法であり、デュアルモードスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法が第２
－２の通信方法であることから、適合しないとの判定結果が得られる。したがって、デュ



(38) JP 6059410 B1 2017.1.11

10

20

30

40

50

アルモードコントローラ３３０は状態Ｓ２１０に遷移して（ＩＮ３１０）第１のモードで
の動作を開始し、デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０
との通信は、第１の通信方法を用いて実行される。
【０２２６】
＜列５：センサコントローラ３００が第２の通信部３２２を有するデュアルモードコント
ローラ３３０である場合＞
　欄Ｅ１５～欄Ｅ５５は、センサコントローラ３００がデュアルモードコントローラ３３
０であって、第２－２の通信方法を実行する第２の通信部３２２を有している場合の通信
方法を示している。この場合の通信方法も、図９Ｃに示したディスカバリ部３４０が実行
するモード決定処理によって決定される。
【０２２７】
（Ｅ１５）第１のスタイラス１１０が利用されているとき
　図１０に示した状態Ｓ２０１での第１のディスカバリにより第１のスタイラス１１０が
検出され、状態Ｓ２０３において動作モードが第１のモードと決定される（ＩＮ３１０）
。したがって、第１のスタイラス１１０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は
、第１の通信方法を用いて実行される。
【０２２８】
（Ｅ２５）第２の通信部１２１を有する第２のスタイラス１２０が利用されているとき
　デュアルモードコントローラ３３０に設けられる第２の通信部３２２に適合する第２の
通信部１２２を第２のスタイラス１２０が有していないことから、図１０に示した状態Ｓ
２０２での第２のディスカバリによっても、第２のスタイラス１２０は検出されない。し
たがって、状態Ｓ２０１と状態Ｓ２０２が交互に繰り返されるのみで、第２のスタイラス
１２０とデュアルモードコントローラ３３０との間での通信は行われない。
【０２２９】
（Ｅ３５）第２の通信部１２２を有する第２のスタイラス１２０が利用されているとき
　デュアルモードコントローラ３３０に設けられる第２の通信部３２２に適合する第２の
通信部１２２を第２のスタイラス１２０が有していることから、図１０に示した状態Ｓ２
０２での第２のディスカバリにより、第２のスタイラス１２０が検出される。したがって
、センサコントローラ３００の動作モードは第２のモードとなり（ＩＮ２２０）、第２の
スタイラス１２０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第２の通信部３２２
に対応する第２－２の通信方法を用いて実行される。
【０２３０】
（Ｅ４５）第２の通信部１２１を有するデュアルモードスタイラス１３０が利用されてい
るとき
　デュアルモードコントローラ３３０は、図１０に示した状態Ｓ２０１で実行する第１の
ディスカバリにおいて、デュアルモードスタイラス１３０を検出する。そして、遷移した
状態Ｓ２０３において、自己がサポートする第２の通信方法と、検出されたデュアルモー
ドスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法とが適合するか否かを判定する。この
場合は、デュアルモードコントローラ３３０がサポートする第２の通信方法が第２－２の
通信方法であり、デュアルモードスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法が第２
－１の通信方法であることから、適合しないとの判定結果が得られる。したがって、デュ
アルモードコントローラ３３０は状態Ｓ２１０に遷移して（ＩＮ３１０）第１のモードで
の動作を開始し、デュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０
との通信は、第１の通信方法を用いて実行される。
【０２３１】
（Ｅ５５）第２の通信部１２２を有するデュアルモードスタイラス１３０が利用されてい
るとき
　デュアルモードコントローラ３３０は、図１０に示した状態Ｓ２０１で実行する第１の
ディスカバリにおいて、デュアルモードスタイラス１３０を検出する。そして、遷移した
状態Ｓ２０３において、自己がサポートする第２の通信方法と、検出されたデュアルモー
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ドスタイラス１３０がサポートする第２の通信方法とが適合するか否かを判定する。この
場合は、ともに第２－２の通信方法をサポートしていることから適合するとの判定結果が
得られるので、さらに上述した選択処理を実行する。これにより、第１及び第２のモード
のうちの一方が選択される。
【０２３２】
　選択の結果が第２のモードである場合、デュアルモードコントローラ３３０は状態Ｓ２
２０に遷移し（ＩＮ３２０）、第２のモードでの動作を開始する。また、デュアルモード
スタイラス１３０に対して動作モード変更コマンドＭＣＣを発行し、これを受けたデュア
ルモードスタイラス１３０も第２のモードでの動作を開始する。したがってこの場合、デ
ュアルモードスタイラス１３０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第２の
通信部３２１に対応する第２－２の通信方法を用いて実行される。
【０２３３】
　一方、選択の結果が第１のモードである場合、デュアルモードコントローラ３３０は状
態Ｓ２１０に遷移し（ＩＮ３１０）、第１のモードでの動作を開始する。デュアルモード
スタイラス１３０はもともと第１のモードで動作しているので、この場合には動作モード
変更コマンドＭＣＣの発行は不要である。したがってこの場合、デュアルモードスタイラ
ス１３０とデュアルモードコントローラ３３０との通信は、第１の通信方法を用いて実行
される。
【０２３４】
　なお、図１０には、欄Ｅ４４，Ｅ５５に相当する場合において第２の通信方法を利用す
る例を記述したが、これらの場合、図１２Ｂを参照したように、第２の通信方法に代えて
拡張モードを使用することも可能である。この場合、デュアルモードスタイラス１３０と
デュアルモードコントローラ３３０とは、ともに第１の通信方法に基づいての動作を維持
するか、協調して拡張モードを利用するかを選択可能となる。
【０２３５】
　図１３は、図１２Ｂに示すディスカバリ及びモード決定処理により決定されるスタイラ
ス１００とセンサコントローラ３００間の通信方法の表である。この表は、欄Ｅ４４，Ｅ
５５がそれぞれ欄Ｅ４４Ｂ，Ｅ５５Ｂとなる点で図１０に示した表と異なっており、欄Ｅ
４４Ｂ，Ｅ５５Ｂでは、第１の通信方法、又は、第１の通信方法を拡張した拡張モードが
利用可能となっている。
【０２３６】
　以上説明したように、本実施の形態によるスタイラス１００とセンサコントローラ３０
０との通信方法によれば、スタイラス１００の種別を検出するディスカバリと、その結果
に基づいたモード決定処理とにより、スタイラス１００及びセンサコントローラそれぞれ
の種別に応じて、利用可能な場合には従前から利用しているスタイラス１００の拡張機能
をも活用しつつ、複数の通信方法にまたがって通信方法を選択することが可能になる。
【０２３７】
　これにより、例えば、スタイラスが筆圧等の情報を送信する第１のモードではサポート
されていないチルト情報などの拡張情報を送信する機能を有する場合に、デュアルモード
コントローラは、この拡張情報の受信を準備するとともにデュアルモードスタイラスに拡
張情報を送信させるコマンドを発行することなど、デュアルスタイラスと同期をとったモ
ード変更が可能となる。
【０２３８】
＜図１１の欄Ｅ４２，Ｅ５３におけるデュアルモードスタイラス１３０の状態遷移＞
　センサコントローラ３００が、デュアルモードコントローラ３３０ではなく、第２の通
信方法のみに対応した第２のセンサコントローラ３２０である場合、センサコントローラ
３００は、デュアルモードスタイラス１３０に対して第１の通信方法による動作モード変
更コマンドＭＣＣ（第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ））を送信することができな
い。したがって、上述したように、図１１の欄Ｅ４２，Ｅ５３に相当するケースでは、デ
ュアルモードスタイラス１３０を第２のモードに遷移させるために動作モード変更コマン
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ドＭＣＣ以外の手段を工夫する必要がある。以下、この点について詳しく説明する。
【０２３９】
　図１４は、本実施の形態によるデュアルモードスタイラス１３０の状態遷移図である。
この状態遷移は、図９Ｃに示したモード制御部１４０により実行されるものである。
【０２４０】
　デュアルモードスタイラス１３０の初期状態（電源ＯＮの後や一定時間センサコントロ
ーラ３００との通信が接続されていた後など）は、図１４の状態Ｓ６００に示すデフォル
トモードである。
【０２４１】
＜デフォルトモード＞
　デフォルトモードは、図１０、図１２Ａ、図１２Ｂに示したディスカバリフェイズに対
応するモードである。デュアルモードスタイラス１３０は、センサコントローラ３００の
送出する第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を検出する処理、又は、第２のセンサ
コントローラ３２０が第２の制御信号Ｃ２＿Ｕをスタイラス１００に対して送出できるよ
うな場合には第２の制御信号Ｃ２＿Ｕを検出する処理を、並行して或いは交互に繰り返す
。
【０２４２】
　状態Ｓ６００において、デュアルモードスタイラス１３０が第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（
探索信号ＤＳ）のみを検出した場合には、デュアルモードスタイラス１３０は第１のモー
ドで動作する状態（Ｓ６１２）に遷移する（ＩＮ００１２）。
【０２４３】
　他方、状態Ｓ６００において、デュアルモードスタイラス１３０が少なくとも第２の制
御信号Ｃ２＿Ｕを含む信号を検出した場合には、デュアルモードスタイラス１３０は第２
のモードで動作する状態（Ｓ６２０）に遷移する（ＩＮ００２０）。
【０２４４】
＜ペンダウン後の処理＞
　状態Ｓ６００においてペンダウン操作を検出した場合、デュアルモードスタイラス１３
０は状態Ｓ６１０に遷移する（ＩＮ００１０）。このペンダウン操作の検出は、例えばデ
ュアルモードスタイラス１３０に設けられた筆圧検出部が筆圧を検出することなどによっ
て行えばよい。
【０２４５】
　状態Ｓ６１０は、既にペンダウン操作が開始されているにも関わらず、デュアルモード
スタイラス１３０の動作モードが決まっていない場合の処理である。早急に動作モードを
決める必要があるので、状態Ｓ６１０にあるデュアルモードスタイラス１３０は、信号の
送出を第１の通信方法及び第２の通信方法のいずれにより実施するかを強制的に決定する
ための処理を行う。
【０２４６】
　具体的には、まず第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を検出した場合、デュアル
モードスタイラス１３０は、状態Ｓ６１２の第１のモードでの動作に遷移する（ＩＮ１０
１２）。状態Ｓ６１２では、所定の周期で第１の制御信号を検出するなど、第１のモード
での通信が維持される限り、第１のモードでの動作が続行される（ＩＮ１２１２）。なお
、第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）に加えて第２の制御信号Ｃ２＿Ｕを検出した
場合に、第２のモードでの動作を選択するか第１のモードでの動作を選択するかは任意に
選択できる。
【０２４７】
　一方、状態Ｓ６１０において第１の制御信号Ｃ１＿Ｕ（探索信号ＤＳ）を検出しない場
合、デュアルモードスタイラス１３０は、第２の制御信号Ｃ２＿Ｕの検出の有無にかかわ
らず状態Ｓ６２０に遷移し（ＩＮ１０２０）、第２のモードでの動作に切り替える。この
処理により、デュアルモードスタイラス１３０は、センサコントローラ３００が第２の制
御信号Ｃ２＿Ｕ（動作モード変更コマンドＭＣＣ）を送出することができない場合にも、
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自己のモードを双方向通信を行わない第２のモードに自律的に切り替えることが可能にな
る。
【０２４８】
＜第２のモードの動作＞
　状態Ｓ６２０の第２のモードにおいてデュアルモードスタイラス１３０は、第２の通信
方法に基づく第２のペン信号Ｐ２の送信（状態Ｓ６２１）を所定回数（Ｃｏｕｎｔ値がＮ
を越えない間）繰り返す（ＩＮ２０２０）。
【０２４９】
　デュアルモードスタイラス１３０は、所定回数第２のペン信号Ｐ２の送信処理を繰り返
した後（ＩＮ２１２２）、自身が電子機器３のパネル（センサ面）と接触しているか否か
を検出する（状態Ｓ６２２）。状態Ｓ６２２の検出処理は、例えば、センサコントローラ
３００が第２の制御信号Ｃ２＿Ｕを送出できるような場合には、デュアルモードスタイラ
ス１３０はその第２の制御信号Ｃ２＿Ｕを受信したか否かの判定によって行うことができ
る。また、センサコントローラ３００が第２の制御信号Ｃ２＿Ｕを送出できない場合であ
っても、デュアルモードスタイラス１３０の内部に設けられた筆圧検出部において筆圧検
出が一定時間なされなくなったことを検出することで、接触状態から非接触状態（ペンア
ップ状態）に変更されたと判定することができる。
【０２５０】
　状態Ｓ６２２においてパネルに接触していることを検出した場合、デュアルモードスタ
イラス１３０は、状態Ｓ６２１の第２のペン信号Ｐ２の送出を続行する（ＩＮ２２２０）
。一方、状態Ｓ６２２においてパネルに接触していないことを検出した場合（デュアルモ
ードスタイラス１３０がパネルから離間したことを検出した場合）、デュアルモードスタ
イラス１３０は、状態Ｓ６００のデフォルトモードに復帰する（ＩＮ２２００）。
【０２５１】
　このように、本実施の形態によるデュアルモードスタイラス１３０の状態遷移方法によ
れば、デュアルモードスタイラス１３０は、ペンダウン操作の検出後に第１の制御信号を
検出しない場合、第２の制御信号Ｃ２＿Ｕの受信の有無にかかわらず、即座に第２のモー
ドＳ６２０に切り替えることができる。これにより、センサコントローラ３００が、セン
サコントローラ３００からスタイラス１００への方向の上り通信を実行できない場合であ
っても、デュアルモードスタイラス１３０は、デュアルモードディスカバリを行い続ける
ような動作をせずに、即座に第２のモードでの動作に切り替えることが可能になる。
【符号の説明】
【０２５２】
１　　　　　　　通信システム
３　　　　　　　電子機器
４０　　　　　　選択部
４１ｘ，４１ｙ　導体選択回路
４４ｘ，４４ｙ，６２，１３３，３３３　スイッチ
４９　　　　　　検波回路
５０　　　　　　受信部
５１　　　　　　増幅回路
５２　　　　　　検波回路
５３　　　　　　ＡＤ変換器
６０　　　　　　送信部
６１　　　　　　探索信号供給部
６３　　　　　　直接拡散部
６４　　　　　　拡散符号保持部
６５　　　　　　送信ガード部
７０　　　　　　ロジック部
１００　　　　　スタイラス
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１０１　　　　　電極
１１０　　　　　第１のスタイラス
１１１，３１１　第１の通信部
１２０　　　　　第２のスタイラス
１２１，１２２，３２１，３２２　第２の通信部
１３０　　　　　デュアルモードスタイラス
１４０　　　　　モード制御部
２００　　　　　センサコントローラ
２０１　　　　　センサ
２０１Ｘ，２０１Ｙ　線状電極
２０２　　　　　アンテナ
３００　　　　　センサコントローラ
３１０　　　　　第１のセンサコントローラ
３２０　　　　　第２のセンサコントローラ
３３０　　　　　デュアルモードコントローラ
３４０～３４３　ディスカバリ部
３５０　　　　　ホストプロセッサ
３５１　　　　　電子機器制御部
ＡＣＫ　　　　　応答信号
ＤＰ　　　　　　検出ビットパターン
Ｃ１＿Ｕ　　　　第１の制御信号（探索信号ＤＳ）
Ｃ２＿Ｕ　　　　第２の制御信号（センサコントローラからセンサへの方向）
ＣＭＤ　　　　　制御コマンド
ｃｔｒｌ＿ｒ、ｃｔｒｌ＿ｔ１～ｃｔｒｌ＿ｔ４　制御信号
Ｄａｔａ　　　　データ信号
ＤＳ　　　　　　探索信号
ＦＤ　　　　　　機能情報
ＭＣＣ　　　　　動作モード変更コマンド
Ｐ１　　　　　　第１のペン信号
Ｐ２　　　　　　第２のペン信号
Ｐｏｓ　　　　　位置信号
ｓｅｌＸ，ｓｅｌＹ，ｓＴＲｘ，ｓＴＲｙ　制御信号
ＳＭＣ　　　　　スタイラスモード切替信号
ＴＣＭＣ　　　　センサコントローラ切替信号
【要約】
【課題】第１の通信方法に対応した第１のスタイラス及び第２の通信方法に対応した第２
のスタイラスのいずれについても、センサコントローラとともに好適に使用することを可
能にする。
【解決手段】本発明の第１の側面による通信方法は、センサコントローラが、第１のスタ
イラスを検出するための探索信号を送出する第１のディスカバリ（ＳＤ＿ＳＴＤ）と、第
２のスタイラスを検出する第２のディスカバリ（ＳＤ＿ＰＲＰ）とを交互に繰り返すデュ
アルモードディスカバリ（ＳＤ＿ＤＵＡＬ）を実行するステップと、第１のスタイラスを
検出した場合に、センサコントローラが自己の動作モードを第１のモードに決定するステ
ップと、第２のスタイラスを検出した場合に、センサコントローラが自己の動作モードを
第２のモードに決定するステップとを含む。
【選択図】図７Ｂ
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